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本
稿
の
課
題
は
、
贈
与
と
交
換
、
お
よ
び
そ
の
関
係
に
関
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
言
説
を
再
構
成
・
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

ま
ず
、
最
初
に
、〈
社
会
的
相
互
作
用
〉
と
〈
社
会
的
交
換
〉
の
概
念
の
関
係
に
関
わ
る
言
説
を
考
察
し
、
そ
の
問
題
点
を
指

摘
す
る
。
次
に
、
社
会
的
交
換
＝
相
互
作
用
と
し
て
の
〈
贈
与
〉
に
関
す
る
言
説
を
吟
味
し
、
返
礼
義
務
・
贈
与
義
務
・
贈

与
と
返
礼
の
非
対
称
性
な
ど
に
つ
い
て
の
命
題
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、〈
経
済
的
交
換
〉
に
関
わ
る
言
説
を
考
察
し
、
相
互

性
・
物
象
化
・
人
格
と
所
有
の
分
離
な
ど
に
つ
い
て
の
命
題
を
検
討
す
る
。
最
後
に
、
贈
与
と
経
済
的
交
換
の
歴
史
的
・
構

造
的
な
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
言
説
を
考
察
し
、
ジ
ン
メ
ル
が
交
代
・
併
存
、
代
替
・
補
完
な
ど
多
様
で
錯
綜
し
た
関
連
を

す
で
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
注
視
・
評
価
す
る
。
全
体
と
し
て
、
ジ
ン
メ
ル
の
贈
与
論
・
交
換
論
が
、
体
系
性
に
欠
け
る

と
は
い
え
、
非
常
に
先
駆
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
い
ま
な
お
刺
戟
的
で
重
要
な
ア
イ
デ
ア
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。 

37



跡見学園女子大学文学部紀要 第 52 号 2017 

 

は
じ
め
に 

  

〈
贈
与
す
る
〉、〈
交
換
す
る
〉
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
両
者
は
ど
の
よ
う
に
区

別
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
こ
れ
は
経
済
思
想
に
限
ら
ず
人
間
学
・

社
会
哲
学
に
と
っ
て
も
根
源
的
な
問
い
で
あ
る
が
、
こ
の
問
い
に
関
わ
る
ジ
ン
メ
ル

の
叙
述
を
再
構
成
し
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。 

 

社
会
学
史
的
・
人
類
学
史
的
に
み
れ
ば
、
ジ
ン
メ
ル
の
贈
与
論
・
交
換
論
が
マ
リ

ノ
フ
ス
キ
ー(2010)

や
モ
ー
ス(2014)
な
ど
の
人
類
学
的
な
贈
与
交
換
論
、
さ
ら
に

は
ホ
ー
マ
ン
ズ(1978)

や
ブ
ラ
ウ(1974)
ら
の
社
会
学
的
交
換
論
に
先
行
し
て
い

る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
（
ブ
ラ
ウ1974

、
ニ
ス
ベ
ッ
ト1977

、Bredem
eier 

1978

、 

栗
本1981

、
阿
閉1987

、H
aesler 2000

、 Papilloud 2002

、 

早

川2003

他
）、
い
ま
だ
そ
の
認
識
が
十
分
に
定
着
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
ま

た
、
ジ
ン
メ
ル
の
贈
与
論
・
交
換
論
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
論
考
で
も
、
の
ち

の
贈
与
論
・
交
換
論
に
は
み
ら
れ
な
い
ジ
ン
メ
ル
独
自
の
理
論
的
内
容
・
意
義
を
摘

出
し
よ
う
と
し
た
早
川
（2003

）
の
試
み
な
ど
を
除
け
ば
、『
社
会
学
』
や
『
貨
幣

の
哲
学
』
の
関
連
個
所
の
単
な
る
表
層
的
で
部
分
的
な
言
及
に
終
始
す
る
も
の
が
い

ま
も
な
お
大
半
を
占
め
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い（1 ）

。
本
稿
で
は
、
ジ
ン
メ

ル
の
贈
与
論
・
交
換
論
が
理
論
史
・
概
念
史
に
お
け
る
教
科
書
的
記
述
を
超
え
て
、

そ
の
現
代
的
な
議
論
に
お
い
て
も
い
ま
だ
に
色
褪
せ
な
い
刺
戟
的
な
思
想
的
触
媒
と

な
り
え
る
こ
と
を
示
唆
し
た
い
。 

 

 

１
．
相
互
作
用
と
社
会
的
交
換 

  

ま
ず
、
ジ
ン
メ
ル
が
〈
社
会
的
交
換
〉
概
念
と
、
彼
自
身
の
社
会
論
の
中
軸
を
な

す
〈
社
会
的
相
互
作
用
〉
概
念
と
の
関
係
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

を
確
認
し
て
み
る
が(

早
川2003

、Papilloud , 2003

参
照)

、
そ
れ
は
必
ず
し
も

容
易
な
作
業
で
は
な
い
。
こ
の
関
係
に
関
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
言
説
を
拾
い
集
め
る
と

「
人
間
相
互
の
関
係
の
大
半、、は
交
換
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
」(PhG: 59

傍
点
池

田
、
以
下
断
り
の
な
い
限
り
同
じ)

、「
し
か
し
人
間
関
係
に
お
い
て
は
、
相
互
作
用

は
圧
倒
的
、
、
、に
、
交
換
と
み
な
し
て
よ
い
形
式
で
あ
ら
わ
れ
る
」(PhG: 60

）、
さ
ら
に

は
「
だ
が
ど
の、、相
互
作
用
も
交
換
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
」(PhG: 59)

、「
人
間

の
あ
ら
ゆ
る
交
渉
は
供
与
と
対
価
と
い
う
形
式
に
基
づ
い
て
い
る
」(GSG8: 308, 

Soz: 661)

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
作
用、、を
及
ぼ
し
合
う
相
互
作
用
と
、
所
有、、

物、を
や
り
取
り
す
る
交
換
と
は
互
い
に
異
質
な
事
象
で
は
な
い
の
か
と
い
う
常
識
的

な
疑
問
に
対
し
て
も
、
ジ
ン
メ
ル
は
、
相
互
作
用
も
自
己
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
己
資
産

の
供
与
で
し
か
な
く
、
交
換
も
結
局
は
獲
得
対
象
に
よ
る
新
た
な
感
情
反
応
（
反
作

用
）
の
惹
起
が
目
的
で
あ
り
、
両
概
念
に
本
質
的
な
相
違
の
な
い
こ
と
を
強
調
す
る

(PhG: 60)

。
で
は
、
両
概
念
は
同
じ
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
ま
ず
、
右
の
引

用
文
に
お
い
て
「
す
べ
て
」「
ど
の
」
と
「
大
半
」「
圧
倒
的
」
と
で
は
、
論
理
的
包

含
関
係
に
異
同
が
あ
り
、
精
密
さ
を
欠
い
た
記
述
で
あ
る
こ
と
が
気
に
な
る
。
さ
ら

に
、
ジ
ン
メ
ル
は
「
も
ち
ろ
ん
相
互
作
用
は
よ
り
広
い
概
念
で
あ
り
、
交
換
は
よ
り

狭
い
概
念
で
あ
る
」(PhG: 60)

と
述
べ
、
交
換
概
念
は
相
互
作
用
概
念
の
部
分
集
合
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で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
が
、
で
は
こ
の
部
分
集
合
を
部
分
集
合
た
ら
し
め
て
い
る

種
差
規
定
は
何
か
と
い
う
問
い
が
湧
く
。
交
換
は
「
最
も
純
粋
で
最
も
増
強
さ
れ
た

相
互
作
用
」(PhG: 59)

、「
人
間
の
社
会
化
の
最
も
純
粋
で
最
も
原
初
的
な
形
式
の

一
つ
」(PhG: 209)

、「
最
も
純
粋
な
社
会
学
的
事
象
、
つ
ま
り
最
も
完
全
な
相
互
作

用
」(PhG: 212)
と
い
う
の
が
、
ジ
ン
メ
ル
の
答
え
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
で

あ
る
な
ら
、
交
換
と
は
、
質
的
な
特
殊
規
定
を
も
つ
よ
う
な
、
相
互
作
用
の
部
分
集

合
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
な
の
で
あ
り
、
―
―
「
最
も
」
と
最
上
級

で
形
容
さ
れ
る
に
せ
よ
―
―
単
な
る
量
的
な
程
度
差
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
典
型
的
で

原
基
的
な
形
式
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
し
か
し
、
典
型
的
・
原
基
的

な
相
互
作
用
形
式
に
す
ぎ
な
い
は
ず
の
交
換
が
相
互
作
用
の
す
べ
て
だ
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
平
仄
が
合
わ
な
い
。
い
や
、「
す
べ
て
」
だ
と
い
う
の
は
誇
張
の
レ
ト
リ
ッ

ク
に
す
ぎ
ず
、「
多
く
の
」
相
互
作
用
は
交
換
と
見
な
せ
る
と
い
う
の
が
真
意
だ
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、で
は
、交
換
と
は
見
な
せ
な
い
相
互
作
用
の
具
体
的
事
例
は
何
か
、

交
換
と
見
な
せ
な
い
相
互
作
用
と
見
な
せ
る
相
互
作
用
を
弁
別
す
る
徴
表
は
何
か
と

い
う
問
い
が
生
じ
る
。 

 

さ
ら
に
、
相
互
作
用
の
い
か
な
る
特
性
が
交
換
に
お
い
て
純
化
・
強
化
さ
れ
て
典

型
態
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
疑
い
な
く
〈
相
互
性
に
基
づ
く

結
合
機
能
〉
で
あ
ろ
う
。「
交
換
に
お
い
て
は
、
一
方
の
も
の
が
意
識
的
に

、
、
、
、他
方
の
も

の
と
引
換
に
．
．
．投
入
さ
れ
る
」(PhG: 60

丸
点
ジ
ン
メ
ル)

こ
と
で
純
粋
で
強
力
な
結
合

＝
総
合
が
実
現
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
経
済
的

、
、
、
交
換
こ
そ
、
犠
牲=

対
価
を
必
須
要
件
と
す
る
こ
と
で
最
も
典
型
的
な
相
互
作
用
の
構
造
を
示
し
て
い
る

こ
と
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
ジ
ン
メ
ル
が
人
間
間
に
お
け
る
相
互
作
用
と
交
換
、
さ

ら
に
一
般
的
・
社
会
的
交
換
と
経
済
的
交
換
の
区
別
に
つ
い
て
明
確
な
定
式
化
を
怠

っ
て
い
る
と
い
う
印
象
は
拭
え
な
い
。 

 

も
っ
と
も
、
社
会
的
相
互
作
用
と
社
会
的
交
換
と
が
互
い
に
（
ほ
ぼ
）
重
な
る
こ

と
を
主
張
す
る
の
が
ジ
ン
メ
ル
の
主
眼
で
は
な
い
し
、ま
た
社
会
的
相
互
作
用
が「
客

観
的
な
内
容
を
所
有
し
、
客
観
的
な
形
式
を
創
出
す
る
」(Soz: 723)

性
質
、
つ
ま
り

あ
る
種
の
結
晶
化
傾
性
を
宿
し
、
こ
の
傾
性
を
介
し
て
あ
る
種
の
対
象
化
、
さ
ら
に

は
所
有
物
化
に
つ
な
が
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
所
有
物
の
相
互
的
な
移
転
と
い
う
視

点
が
ジ
ン
メ
ル
の
交
換
論
に
と
っ
て
も
決
定
的
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
ジ
ン
メ
ル
の
贈
与
論
・
交
換
論
の
基
本
的
特
徴
と
し
て
ま
ず

は
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
社
会
的
交
換
論
が
社
会、、

的
・
心
理
的
相
互
作
用
論
の
枠
組
み

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、―
―
こ
れ
は
ま
た
一
般
的
相
互
作
用
論
の
大
枠

を
前
提
に
し
て
い
る
の
だ
が
（Ikeda, 2007

）
―
―
の
な
か
で
展
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
つ
ま
り
一
般
的
な
社
会
的
交
換
が
社
会
的
相
互
作
用
の
典
型
的
な
形
式
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、見
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
贈
与
交
換
と
経
済
的
交
換
が
社
会
的
交
換
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

具
体
的
で
特
殊
な

、
、
、
、
、
、
、、
し
か
し
ま
た
典
型
的
な
形
式
と
し
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。 

 
 

２
．
贈
与
交
換 

  

次
に
、
ジ
ン
メ
ル
の
贈
与
論
の
諸
契
機
と
諸
問
題
を
順
次
、
考
察
し
て
み
る
。 

 

（
１
）〈
与
え
る
こ
と
も
受
取
る
こ
と
も
、そ
れ
自
体
が
す
で
に
相
互
作
用
で
あ
る
〉。

ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
、〈
与
え
る
〉
と
い
う
こ
と
は
、
一
方
か
ら
他
方
へ
の
単
純
な
作
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用
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
が
与
え
る
者
と
受
取
る
者
と
の
相
互
作
用

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
な
の
で
あ
る

(Soz: 663FN
)

。
供
さ
れ
た
も
の
を
受
取
る
の
か
拒
否
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
受
取

る
に
し
て
も
ど
の
よ
う
に
受
取
る
の
か
―
―
予
期
し
て
の
こ
と
か
思
い
が
け
ず
に
か
、

満
足
し
て
か
不
満
を
持
っ
て
か
等
々
―
―
、
こ
れ
が
す
で
に
受
取
る
側
に
一
定
の
反

作
用
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、〈
受
取
る
〉
と
い
う
こ
と
も
、
単
に
一

方
的
な
受
動
的
行
為
で
は
な
く
、
そ
の
こ
と
自
体
が
す
で
に
贈
与
者
に
対
し
て
何
か

を
与
え
る
こ
と
、例
え
ば
好
意
の
表
明
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
る(GSG10: 62)

。

つ
ま
り
贈
与
へ
の
反
対
贈
与
は
受
領
後
に
行
わ
れ
る
返
礼
行
為
に
お
い
て
は
じ
め
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

行
わ
れ
る
の
で
は
な
く

、
、
、
、
、
、
、
、
、、
受
取
る
こ
と
そ
の
も
の
が
す
で
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、一
つ
の
能
動
的
な
返
礼

作
用
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（2 ）

。
ジ
ン
メ
ル
の
贈
与
論
は
、
そ
れ
が
社
会
的
交
換

論
の
一
環
と
し
て
、
さ
ら
に
こ
の
社
会
的
交
換
論
が
社
会
的
相
互
作
用
論
の
一
環
と

し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
た
め
、
徹
底
し
て
〈
相
互
作
用
の
視
点
〉
に
貫
か
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。 

 

（
２
）〈
返
礼
義
務
―
感
謝
〉。
ど
の
贈
与
論
に
お
い
て
も
返
礼
義
務
は
贈
与
に
不

可
避
的
に
伴
う
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
で
は
そ
も
そ
も
返
礼
義
務
を
生
み
だ

す
根
本
的
要
因
は
何
で
あ
る
の
か
と
い
う
論
議
は
意
外
と
少
な
い
し
、
あ
っ
て
も
不

分
明
な
も
の
が
多
い
。
ジ
ン
メ
ル
は
贈
与
関
係
に
お
け
る
返
礼
義
務
の
も
つ
意
義
に

着
意
し
た
だ
け
で
な
く
、
こ
の
問
い
を
提
起
し
解
答
し
よ
う
と
し
た
最
初
の
理
論
家

の
一
人
と
し
て
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

ジ
ン
メ
ル
が
、「
給
付
と
反
対
給
付
の
や
り
取
り
と
い
う
紐
帯
」(Soz: 661)

、「
人
々

の
間
に
お
け
る
精
妙
に
し
て
強
固
な
紐
帯
」(GSG8: 308; Soz: 661)

を
紡
ぐ
機
能

と
し
て
ま
ず
注
目
す
る
の
が
〈
感
謝
〉
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
に
よ
れ
ば
、
感
謝
と
は

第
一
に
「
善
行
へ
の
返
礼
を
、
外
的
な
必
要
が
問
題
と
な
ら
な
い
場
合
に
内
面
か
ら

呼
び
お
こ
す
動
機
」(GSG8: 310; Soz: 663-)

で
あ
る
。
つ
ま
り
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ

て
、
感
謝
は
社
会
的
交
換
＝
相
互
作
用
の
形
成
・
維
持
と
い
う
機
能
を
も
つ
の
で
あ

る
（
ジ
ン
メ
ル
の
感
謝
論
が
『
社
会
学
』
に
お
い
て
は
第
八
章
「
社
会
集
団
の
維
持、、」

へ
の
付
論
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
想
起
し
て
お
こ
う
）。
し
か
も
、
法
的
・
、
、
、

外
的
な
強
制
力
が
働
か
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、社
会
領
域
・
次
元
に
お
い
て
も
、供
与
＝
給
付（
作
用
）

に
対
し
て
対
価
＝
反
対
給
付
（
反
作
用
）
を
当
事
者
の
内
面
か
ら
誘
発
す
る
道
徳
的

要
因
と
し
て
働
く
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ジ
ン
メ
ル
は
、
感
謝
が
「
法
の
代
理
人
」

(GSG8: 308)

、
法
の
「
補
完
」(Soz: 661)

の
役
割
を
担
う
と
も
い
う
。 

 

 

第
二
に
、
ジ
ン
メ
ル
が
感
謝
の
起
源
を
相
互
作
用
（
の
反
復
）
そ
れ
自
体

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、に
求
め

て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
感
謝
が
「
人
間
間
の
相
互
作
用
か
ら
、
そ
し
て
相
互
作

用
の
な
か
に
お
い
て
生
じ
る
」
も
の
で
あ
り
、「
受
取
る
と
い
う
行
為
、
あ
る
い
は
ま

た
引
渡
す
と
い
う
行
為
の
主
観
的
な
残
滓
」(GSG8: 309; Soz: 662)

で
あ
り
、

「
人
々
の
間
の
出
来
事
の
結
果
、主
観
的
意
義
、情
緒
的
反
響
が
心
の
な
か
に
沈
潜
」

(GSG8: 309)

し
た
も
の
、「
い
わ
ば
人
類
の
道
徳
的
記
憶
」
な
の
で
あ
り
、
そ
う
し

た
も
の
と
し
て
「
新
た
な
行
為
の
潜
在
力
」(GSG8: 309; Soz: 662)

と
な
る
と
、

ジ
ン
メ
ル
は
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
感
謝
と
は
、
当

初
は
特
定
の
具
体
的
な
目
的
・
内
容
を
も
つ
個
々
の
相
互
作
用
・
関
係
に
付
随
し
て

生
起
し
て
い
た
心
理
的
効
果
が
、
そ
う
し
た
相
互
作
用
・
関
係
の
反
復
を
通
じ
て
集

合
的
に
形
成
・
蓄
積
・
伝
承
さ
れ
て
ゆ
き
、
つ
い
に
は
特
定
の
目
的
・
内
容
や
個
々

の
相
互
作
用
・
関
係
と
は
相
対
的
に
独
立
し
て
個
人
の
内
面
か
ら
作
動
す
る
よ
う
に

な
っ
た
形
式
的
な
心
理
的
・
道
徳
的
起
動
因

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、を
意
味
し
て
い
る
。
留
意
し
て
お
き
た
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い
の
は
、
こ
の
考
え
方
に
は
、
一
定
の
心
理
的
・
内
面
的
な
形
式
的
機
能
が
、
そ
の

生
成
時
に
お
け
る
規
定
因
・
介
在
因
の
特
定
の
内
容
か
ら
自
立
す
る
一
方
で
、
種
々

の
内
容
を
有
す
る
個
々
の
過
程
に
対
し
て
形
式
そ
れ
自
体
と
し
て
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、独
自
の
影
響
を

及
ぼ
す
規
定
因
に
転
化
し
う
る
と
い
う
、
ジ
ン
メ
ル
の
形
式、、社
会
学
の
基
本
的
着
想

が
生
き
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
感
謝
が
「
ま
っ
た
く
個
人
的

な
情
動
、
あ
る
い
は
抒
情
的
と
い
っ
て
も
よ
い
情
動
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
社
会
の
最
も
強
固
な
結
合
手
段
の
一
つ
」(GSG8: 310; Soz: 663)

で
あ
る
点
に

強
意
を
置
く
こ
と
も
で
き
る
。
感
謝
は
作
用
形
式
と
し
て
は
情
動
的
・
主
観
的
、
あ

る
い
は
個
別
的
・
個
人
内
在
的
で
あ
り
な
が
ら
、
―
―
感
謝
の
反
応
が
す
べ
て
消
滅

す
る
よ
う
な
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
社
会
は
空
中
分
解
す
る
だ
ろ
う(

同
右
参
照)

と

ジ
ン
メ
ル
が
表
現
す
る
ほ
ど
―
―
社
会
的
な
行
為
・
関
係
の
継
続
・
維
持
と
い
う
一

般
的
で
間
主
観
的
な
効
果
を
有
す
る
要
因
な
の
で
あ
る
。 

 

ジ
ン
メ
ル
の
感
謝
論
の
特
徴
は
さ
ら
に
、
特
定
の
歴
史
的
段
階
に
固
有
の
原
理
や

意
識
に
返
礼
義
務
の
原
因
を
求
め
よ
う
と
す
る
贈
与
論
・
歴
史
論
と
は
異
な
り
、
そ

れ
自
体
は
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
と
は
い
え
、
ひ
と
た
び
成
立
し
た
後
は
、
心
の
古

層
・
基
層
に
あ
っ
て
特
殊
歴
史
的
な
事
情
に
比
較
的
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
歴
史
普

遍
的
＝
貫
通
的
に
作
用
す
る
心
理
的
・
道
徳
的
機
能
に
、
返
礼
義
務
の
根
拠
を
見
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
別
言
す
る
と
、
ジ
ン
メ
ル
は
事
実
上
、
贈
与
行
為
・
関
係
一
般

を
、
そ
の
特
殊
歴
史
的
な
形
態
か
ら
、
し
た
が
っ
て
ま
た
特
定
の
歴
史
的
段
階
の
社

会
に
支
配
的
な
い
し
優
勢
的
な
制
度
化
・
儀
礼
化
さ
れ
た
贈
与
慣
行
か
ら
区
別
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ホ
ー
マ
ン
ズ(1978)

や
ブ
ラ
ウ(1974)

は
、

社
会
的
交
換
の
特
殊
歴
史
的
な
形
態
で
あ
る
経
済
的
＝
市
場
的
交
換
に
特
有
の
原

理
・
観
念
―
―
と
り
わ
け
功
利
主
義
的
か
つ
合
理
主
義
的
な
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス

の
人
間
像
、
投
資
・
費
用
・
報
酬
な
ど
の
概
念
―
―
を
社
会
的
交
換
一
般
に
不
当
に

普
遍
化
す
る
傾
向
、
あ
る
い
は
逆
に
い
え
ば
、
社
会
的
交
換
の
概
念
を
市
場
的
交
換

の
観
念
に
矮
小
化
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
が
、
ジ
ン
メ
ル
の
考
え
方
は
こ
の
種
の

社
会
学
的
交
換
論
と
も
明
確
に
一
線
を
画
し
て
い
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
交
換
論
・
贈
与

論
は
経
済
主
義
的
・
市
場
主
義
的
な
一
面
的
思
考
と
は
無
縁
な
の
で
あ
る
。 

 

も
う
ひ
と
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
ジ
ン
メ
ル
が
感
謝
の
気
持
ち
を
「
か
の
顕
微
鏡

的
な
、
と
は
い
え
強
靭
な
撚
糸
の
一
種
」(GSG8: 315; Soz: 670)

と
も
形
容
し
て

い
る
こ
と
だ
。
ジ
ン
メ
ル
は
「
感
謝
論
」（
一
九
〇
七
年
一
〇
月
）
発
表
の
一
か
月
ほ

ど
前
に
公
表
し
た
論
考
「
感
覚
の
社
会
学
」
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
ミ
ク
ロ
社
会
学
に

つ
い
て
の
初
め
て
の
定
式
を
試
み
て
い
る
が(GSG8: 276; Cf.Soz: 31-)

、
右
の
表

現
は
、
こ
の
定
式
化
の
な
か
に
見
ら
れ
る
「
社
会
の
か
く
も
明
瞭
で
あ
り
な
が
ら
か

く
も
不
可
解
な
生
が
示
す
あ
ら
ゆ
る
強
靭
さ
と
柔
軟
さ
、
あ
ら
ゆ
る
多
様
性
と
統
一

性
を
担
い
、
心
理
学
的
な
顕
微
鏡

、
、
、
、
、
、
、
、に
よ
っ
て
の
み
見
る
こ
と
の
で
き
る
、
社
会
の
原

子
ど
う
し
の
間
の
相
互
作
用
」(GSG8: 278; Soz: 33)

と
い
う
箇
所
を
連
想
さ
せ
る
。

『
社
会
学
』（
一
九
〇
八
年
）
の
第
一
章
「
社
会
学
の
問
題
」
に
お
い
て
、
そ
う
し
た

ミ
ク
ロ
的
な
相
互
作
用
過
程
の
事
例
と
し
て
、「
感
覚
の
社
会
学
」
で
す
で
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
相
互
凝
視
や
文
通
な
ど
に
加
え
て
、「
利
他
的
な
給
付
へ
の
感
謝

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、が
、
強
固

な
結
合
効
果
を
も
つ
継
続
作
用
を
呈
す
る
」(Soz: 33)

と
い
う
現
象
が
新
た
に
追
加

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
わ
れ
わ
れ
の
興
味
を
ひ
く
。
要
す
る
に
、
ジ
ン
メ
ル
の

、
、
、
、
、ミ
ク

ロ
社
会
学
の
基
本
命
題
、
す
な
わ
ち
一
見
些
細
に
見
え
る
無
数
の
微
視
的
過
程
・
関

係
が
社
会
的
現
実
を
原
初
的
か
つ
基
底
的
に
支
え
る
一
次
的
な
社
会
過
程
・
関
係
で
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あ
る
と
い
う
原
則
が
、
感
謝
に
も
当
て
は
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
感

謝
は
、
微
視
的
過
程
・
関
係
の
原
動
因
の
一
つ
と
し
て
、
第
一
に
巨
視
的
な
社
会
過

程
・
組
織
の
基
底
お
よ
び
間
隙
に
あ
っ
て
そ
れ
ら
を
相
互
に
結
び
つ
け
る
接
着
剤
の

役
割
を
果
た
す
。
第
二
に
そ
れ
は
、
巨
視
的
な
社
会
過
程
・
組
織
の
（
歴
史
的
な
生

成
過
程
か
つ
現
在
の
不
断
の
再
生
産
過
程
に
お
け
る
）
発
生
起
源
な
い
し
原
初
形
式

を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。 

 

（
３
）〈
贈
与
と
返
礼
の
非
対
称
性
〉。『
貨
幣
の
哲
学
』（
一
九
〇
〇
年
）
の
執
筆

も
佳
境
に
入
っ
た
一
八
九
九
年
一
二
月
、
ジ
ン
メ
ル
は
ゲ
オ
ル
ゲ
か
ら
進
呈
さ
れ
た

詩
集
『
生
の
絨
毯
』
へ
の
礼
状
を
し
た
た
め
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
こ
ん
な
一
節
が

見
ら
れ
る
。「
愛
と
い
う
も
の
は
愛
の
返
礼
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
な
ど
到
底

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
感
謝
と
い
う
支
払
い
き
れ
ぬ
負
債
を
残
し
て
し
ま
う
の
が

つ
ね
で
あ
る
と
し
ま
す
と
、
詩
人
の
贈
物
に
対
し
て
そ
れ
相
応
に
お
返
し
を
す
る
と

な
る
と
、
わ
た
し
た
ち
の
よ
う
な
者
が
捧
げ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
な
ど
い
か
に
僅

か
な
も
の
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
」(GSG22: 340; Cf.PhG: 60, 558)

。
こ
こ

に
は
、〈
ひ
と
た
び
贈
物
を
受
取
る
と
、
い
か
な
る
反
対
贈
与
―
―
た
と
え
内
容
的
に

は
贈
与
を
上
回
る
よ
う
な
反
対
贈
与
―
―
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
完
全
に
返

礼
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
た
め
相
殺
・
清
算
で
き
な
い
心
理
的
残
余
＝
道
徳
的

債
務
が
生
じ
る
〉
と
い
う
贈
与
論
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
考
え
が
表
明
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
そ
の
根
拠
に
関
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
説
明(GSG8: 313-; Soz: 667-)

に
は
不
分
明
さ
が
残
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
、
心
理
的
負
債
＝
内
面
的
拘
束
が
生
じ
る
理

由
を
「
最
初
の
給
付
に
は
自
由
意
志
が
存
在
す
る
が
、
反
対
給
付
で
は
そ
れ
が
も
は

や
見
ら
れ
な
い
」(GSG8: 313; Soz: 667)

と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
贈
与
と
返
礼
と

の
間
に
お
け
る
自
由
意
志
・
自
発
性
に
関
す
る
非
対
称
性
に
求
め
る
。
他
人
に
贈
物

を
す
る
か
ど
う
か
は
、
と
り
あ
え
ず
は
各
自
の
自
由
裁
量
で
あ
る
と
し
て
も
、
ひ
と

た
び
他
人
か
ら
贈
物
を
受
け
取
る
と
「
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
反
対
給
付
を
道
徳
的
に

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
反
対
給
付
へ
の
強
制
が
働
く
」(

同
右)

こ
と
に
な
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ジ
ン
メ
ル
は
「
お
返
し
は
、
最
初
の
贈
物
が
も
つ
決
定
的

契
機
、
つ
ま
り
自
由
の
契
機
を
含
む
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
贈
物
を
受
取
る
こ

と
で
、
清
算
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
債
務
に
陥
っ
て
し
ま
う
」(GSG8: 314; Soz: 

668)

と
も
述
べ
る
。
し
か
し
、
受
け
手
に
は
贈
り
手
に
見
ら
れ
る
自
由
の
契
機
が
欠

落
し
て
い
る
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
、
道
徳
的
債
務
と
返
礼
義
務
の
発
生
を
導
く
に
は

無
理
が
あ
る
。
自
由
の
欠
落
そ
の
も
の
が
、
い
か
な
る
お
返
し
に
よ
っ
て
も
埋
め
合

わ
せ
で
き
な
い
こ
と
の
直
接
的
な
理
由
に
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
い
か
な
る
お
返
し

に
よ
っ
て
も
相
殺
で
き
ず
負
債
が
残
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
返
礼
し
よ
う
と
す

る
こ
と
自
体
へ
の
動
機
が
希
薄
に
な
る
は
ず
だ
。
ジ
ン
メ
ル
の
こ
の
論
理
展
開
が
理

解
可
能
と
な
る
に
は
、
道
徳
的
債
務
と
返
礼
義
務
を
先
に
み
た
感
謝
の
念
に
関
連
づ

け
た
補
足
説
明
が
、
つ
ま
り
謝
恩
感
情
が
内
面
か
ら
否
応
な
し
に
受
贈
者
を
返
礼
行

為
に
駆
り
た
て
る
が
、
こ
の
事
態
を
わ
れ
わ
れ
は
「
道
徳
的
義
務
」「
反
対
給
付
へ
の

強
制
」
と
し
て
感
知
し
解
釈
す
る
の
だ
と
い
う
注
解
が
必
要
で
あ
ろ
う
。「
こ
の
強
制

は
社
会
的
・
法
的
な
も
の
で
は
な
く
道
徳
的
な
も
の
だ
が
、
や
は
り
強
制
に
は
違
い

な
い
」(GSG8: 313-; Soz: 667)

と
い
う
叙
述
が
そ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
補

足
説
明
は
、
返
礼
へ
の
義
務
・
強
制
と
は
、
感
謝
の
念
と
そ
の
実
際
的
発
露
が
道
徳

律
と
化
し
た
も
の
だ
、
あ
る
い
は
行
動
に
発
露
す
る
こ
と
を
否
応
な
く
求
め
る
感
謝

の
念
へ
の
道
徳
的
な
呼
び
名
に
す
ぎ
な
い
、と
い
う
よ
う
な
も
の
で
も
構
わ
な
い
が
、
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い
ず
れ
に
せ
よ
感
謝
の
も
つ
「
新
た
な
行
為
へ
の
潜
在
力
」
に
依
拠
す
る
も
の
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
受
取
る
側
が
与
え
る
側
の
よ
う
に
自
由
を
も

た
な
い
か
ら
返
礼
義
務
が
生
じ
る
と
い
う
よ
り
、
受
取
る
側
は
感
謝
効
果
に
よ
っ
て

返
礼
義
務
＝
強
制
を
内
面
か
ら
感
じ
る
か
ら
自
由
が
な
い
か
の
よ
う
に
意
識
す
る
と

い
う
ほ
う
が
、
よ
り
事
態
に
即
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
い

っ
た
ん
贈
物
を
受
取
れ
ば
い
か
な
る
反
対
贈
与
に
よ
っ
て
も
返
礼
＝
清
算
し
き
れ
な

い
と
い
う
テ
ー
ゼ
が
い
つ
で
も
無
条
件
に
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
ジ
ン

メ
ル
自
身
の
贈
与
論
全
体
か
ら
見
て
明
白
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
、
こ

の
テ
ー
ゼ
が
妥
当
す
る
贈
与
タ
イ
プ
と
無
条
件
で
妥
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
贈
与
タ

イ
プ
と
に
分
類
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

と
は
い
え
、
い
か
な
る
対
価
に
よ
っ
て
も
解
消
で
き
な
い
絆
を
紡
ぐ
と
い
う
、
経

済
的
交
換
と
は
対
照
的
な
贈
与
の
関
係
維
持
機
能
に
着
目
し
、
貨
幣
的
交
換
が
そ
の

相
互
性
の
内
部
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
り
経
済
的
価
値
を
産
出
す
る
よ
う
に
、
贈
与
に
も

感
謝
な
ど
の
間
主
観
的
な
重
要
価
値
を
創

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、出
・
増
大
さ
せ
る
と
い
う
機
能

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、(PhG: 60-; 

Soz: 667)

が
あ
る
こ
と
を
ジ
ン
メ
ル
が
指
摘
し
た
こ
と
は
十
分
に
評
価
さ
れ
て
よ

い
。
さ
ら
に
、
贈
与
関
係
で
は
清
算
不
能
な
道
徳
的
債
務
が
発
生
す
る
こ
と
で
贈
与

者
と
受
贈
者
と
の
間
の
心
理
的
な
力
関
係
が
不
均
衡
状
態
に
陥
る
こ
と
、
つ
ま
り
先

行
す
る
贈
与
と
受
贈
と
の
間
に
〈
自
発
性
〉
対
〈
義
務
感
〉、〈
自
由
意
志
〉
対
〈
道

徳
的
債
務
〉
と
い
う
非
対
称
的
構
造
が
生
じ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
非
対
称
性
が
ま

た
「
少
な
か
ら
ぬ
人
々
が
何
か
を
受
取
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
お
贈
物
を
さ
れ
る
の
を

で
き
る
だ
け
避
け
よ
う
と
す
る
理
由
」(GSG8: 314; Soz: 668)

で
あ
る
こ
と
、
こ

う
し
た
事
態
に
ジ
ン
メ
ル
の
贈
与
論
が
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
点
も
特
筆
に
値
す
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
ジ
ン
メ
ル
は
事
実
上
、
い
わ
ば
〈
利
己
主
義
的
な
戦
略
的
贈
与
〉

や
〈
贈
与
に
よ
る
個
人
間
・
集
団
間
に
お
け
る
優
劣
関
係
な
い
し
支
配
・
服
従
関
係

の
生
成
〉
と
い
う
現
代
交
換
論
・
贈
与
論
の
基
本
命
題
へ
の
ミ
ク
ロ
社
会
学
的
な
先

駆
的
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

（
４
）〈
贈
与
義
務
〉。
ジ
ン
メ
ル
が
、
返
礼
義
務
の
問
題
だ
け
で
な
く
、（
富
の

再
分
配
機
能
を
も
つ
贈
与
に
限
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
）
贈
与
義
務
の
問
題
に
つ
い

て
も
論
じ
て
い
る
こ
と
は
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
る(Soz: 526-)

。
つ
ま
り
、
ジ
ン
メ

ル
に
と
っ
て
も
、「
こ
の
類
の
ど
の
給
付
行
為
も
、
見
か
け
上
の
絶
対
的
な
自
発
性
、

〈
余
得
の
業
〉と
い
う
外
見
上
の
性
格
に
も
か
か
わ
ら
ず
、義
務
か
ら
生
じ
る
」(Soz: 

528)

と
い
う
こ
と
は
自
明
な
の
で
あ
る
。
問
題
は
そ
の
機
制
を
い
か
に
説
明
す
る
か

で
あ
る
が
、
扶
助
義
務
を
基
礎
に
し
た
説
明
を
除
け
ば
、
ジ
ン
メ
ル
も
こ
の
機
制
に

立
ち
入
っ
た
議
論
を
怠
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
贈
与
の
反
復
の
義
務
に
限

ら
れ
た
ジ
ン
メ
ル
の
説
明
を
覗
い
て
み
る
（
早
川2003

参
照
）。 

 

ジ
ン
メ
ル
は
、
物
乞
い
が
頻
々
に
施
し
を
受
け
て
い
る
と
、
そ
れ
が
自
分
の
権
利

で
あ
り
施
し
手
の
義
務
で
あ
る
と
見
な
す
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
施
し
が
行
わ

れ
な
い
場
合
に
は
施
し
手
に
対
し
て
憤
怒
を
示
す
に
至
る
と
い
う
日
常
現
象
に
触
れ
、

そ
れ
を
「
道
徳
的
帰
納
」
の
原
理
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
何
ら
か
の
類

の
慈
善
が
施
さ
れ
る
と
、た
と
え
そ
れ
が
き
わ
め
て
自
発
的
で
稀
に
し
か
見
ら
れ
ず
、

い
か
な
る
義
務
の
命
令
に
も
よ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
善
行
を
継
続
す
る
義
務

が
生
じ
、
こ
の
義
務
は
受
け
手
の
請
求
権
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
施
す
者
の
感
情
の

中
に
も
残
り
つ
づ
け
る
」(Soz: 527)

と
い
う
原
理
に
よ
っ
て
で
あ
る（3 ）

。 
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こ
こ
に
は
重
要
な
命
題
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、〈
単
純
に
贈
与
の

反
復
そ
れ
自
体

、
、
、
、
、
、に
よ
り
、
あ
る
い
は
場
合
に
よ
っ
て
は
単
に
贈
与
が
行
わ
れ
た
と
い

う
既
成
事
実
そ
の
も
の
に
よ
り
、
贈
与
継
続
へ
の
権
利
と
義
務
が
生
じ
う
る
〉
と
い

う
命
題
で
あ
る
。
不
用
意
な
受
贈
行
為
だ
け
で
な
く
、
心
理
的
に
優
位
を
も
た
ら
す

は
ず
の
先
行
贈
与
も
、
た
だ
単
に
繰
り
返
さ
れ
る
だ
け
で
、
贈
与
の
義
務
化
と
権
利

化
を
生
み
だ
し
贈
与
関
係
を
固
定
化
さ
せ
る
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
二
つ
目
の
命
題
は
、〈
喜
捨
・
善
行
の
贈
与
義
務
に
は
そ
の
請
求
権
が
対
応
し

て
お
り
、
贈
与
の
義
務
と
権
利
と
は
互
い
に
相
互
制
約
・
相
乗
作
用
の
関
係
に
あ
る
〉

と
い
う
も
の
で
あ
る(Soz: 512-

参
照
）。こ
の
命
題
か
ら
は
、贈
与
義
務
の
問
題
は
、

義
務
を
負
う
側
だ
け
で
な
く
権
利
を
得
る
側
に
も
注
視
し
、
両
者
の
間
の
相
互
性
を

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
一
般
の
贈
与
論
で
は
看
過
さ
れ
が
ち
な
重
要

な
方
法
論
的
要
請
が
帰
結
す
る
。
翻
っ
て
、
義
務
と
権
利
の
絡
み
合
い
の
視
点
は
、

贈
与
義
務
に
関
し
て
だ
け
で
は
な
く
、（
ジ
ン
メ
ル
自
身
は
直
接
的
に
は
論
及
し
て
い

な
い
と
は
い
え
）
返
礼
義
務
に
関
し
て
も
非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
彼
の
返
礼
義
務
論
に
追
録
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
確
認
し

て
お
き
た
い
の
は
、
右
の
二
つ
の
命
題
に
お
い
て
、
ジ
ン
メ
ル
が
贈
与
の
継
続
義
務

の
起
因
な
い
し
増
幅
因
と
見
な
し
て
い
る
も
の
が
、
贈
与
の
反
復
そ
れ
自
体
や
義
務

と
権
利
の
相
乗
と
い
っ
た
普
遍
的
で
歴
史
貫
通
的
な
、
あ
る
い
は
ジ
ン
メ
ル
の
い
う

意
味
で
の
〝
形
式
的
〟
な
要
因
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

３
．
経
済
的
交
換 

 
 

 

次
に
、
ジ
ン
メ
ル
が
経
済
的
交
換
の
特
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
点
に
贈
与

交
換
と
の
違
い
を
見
て
い
た
の
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
彼
の
贈
与

概
念
へ
の
補
足
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

（
１
）
経
済
的
交
換
の
相
互
性
原
理
。
ジ
ン
メ
ル
が
繰
り
返
し
強
調
す
る
の
は
、

経
済
的
交
換
に
お
い
て
は
、
欲
求
対
象
の
獲
得
の
た
め
に
当
事
者
双
方
が
同
様
・
均

等
に
一
定
の
犠
牲
・
代
償
を
払
わ
ざ
る
を
え
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
何
か
を
交
換
に
よ
っ
て
手
に
入
れ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
所
有

者
が
同
意
す
る
対
価
を
そ
の
所
有
者
に
渡
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
単
純
な
事

実
に
こ
そ
、
彼
は
経
済
的
交
換
の
本
質
を
見
る
の
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
見
る
と
こ

ろ
、
こ
の
〈
所
有
権
移
転
の
相
互
性
原
理
〉
は
す
で
に
移
転
構
造
の
形
式
的
な
側
面

に
現
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
ジ
ン
メ
ル
が
い
う
に
は
、「
交
換
と
は
供
与
と
受
領
と
い

う
二
つ
の
過
程
の
加
算
な
の
で
は
な
く
、
こ
の
両
過
程
の
い
ず
れ
も
が
他
の
過
程
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

原
因
で
も
あ
り
結
果
で
も
あ
る
と
い
う
絶
対
的
な
同
時
性
に
あ
る
こ
と
で
成
立
す
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

第
三
者
、
、
、な
の
で
あ
る
」(PhG: 73-)

。
傍
点
箇
所
は
、
因
果
図
式
を
用
い
て
表
現
す
る

限
り
、
お
よ
そ
最
も
厳
格
な
相
互
性
規
定
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
、
ジ
ン
メ
ル
に
と

っ
て
、
経
済
的
交
換
は
相
互
性
構
造
に
関
し
て
最
も
典
型
的
で
最
強
最
大
の
形
式
を

具
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
別
言
す
れ
ば
、
交
換
の
な
か
で
も
経
済
的
交
換
が
、
相

互
作
用
の
最
も
典
型
的
な
類
型
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
贈
与
交
換

も
贈
与
・
返
礼
に
対
す
る
道
徳
的
義
務
を
介
し
て
一
定
の
相
互
性
構
造
を
示
す
が
、

そ
れ
は
含
意
的
・
暗
黙
的
あ
る
い
は
結
果
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
経
済
的
、
、
、交
換
で
は

一
貫
し
て
明
示
的
・
顕
在
的
な
形
で
相
互
性
が
実
現
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
こ
と
は
端

的
に
、
通
常
、
交
換
行
為
が
相
互
的
な
交
渉
と
合
意
を
前
提
と
す
る
と
い
う
事
実
に
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も
現
わ
れ
て
い
る
。 

 
ジ
ン
メ
ル
は
、
交
換
に
顕
著
な
こ
の
相
互
性
原
理
が
歴
史
的
に
み
て
非
常
に
重
大

な
帰
結
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
―
―
本
稿
で
は
論
及
し

え
な
い
形
式
的
自
由
や
人
格
性
な
ど
と
と
も
に
―
―
所
有
移
転
に
お
け
る
⒜
〈
公
平

正
義
〉
と
⒝
〈
客
観
性
＝
主
観
性
・
恣
意
性
・
暴
力
性
排
除
〉
の
契
機
が
成
立
す
る

点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
所
有
移
転
の
形
式
と
し
て
見
た
場
合
、
略
奪
や
贈
与
が
「
所

有
移
転
の
原
初
的
な
形
式
」(Soz: 662)

、「
利
益
は
ま
だ
完
全
に
一
方
の
側
に
あ
り
、

負
担
は
完
全
に
他
方
の
側
に
あ
る
よ
う
な
所
有
移
転
の
最
も
原
初
的
な
段
階
」(PhG: 

385)

で
あ
る
の
に
対
し
、
交
換
は
基
本
的
に
所
有
移
転
を
め
ぐ
る
闘
争
や
強
奪
、
競

争
や
排
除
を
回
避
し
（
こ
れ
を
ジ
ン
メ
ル
は
「
文
化
の
実
質
的
進
歩
」
と
呼
ぶ
、
同

右
参
照
）、利
害
の
非
対
称
性
を
解
消
し
て〈
合
意
に
基
づ
く
双
務
双
利
の
原
理
〉（「
機

能
的
進
歩
」）
を
実
現
す
る
移
転
形
式
な
の
で
あ
る
。「
略
奪
の
利
己
的
な
衝
動
性
と

贈
与
の
こ
れ
に
劣
ら
ぬ
利
他
的
な
衝
動
性
を
超
え
て
、
客
観
的
な
正
当
性
と
公
平
正

義
に
従
う
所
有
移
転
、
つ
ま
り
交
換
が
発
展
す
る
の
で
あ
る
」(PhG: 600-)

と
ジ
ン

メ
ル
は
約
す
る
。
あ
る
い
は
、
贈
与
、
略
奪
、（
経
済
的
）
交
換
は
「
行
為
の
三
つ
の

動
機
、す
な
わ
ち
利
他
主
義
、利
己
主
義
、客
観
的
規
範
化
に
対
応
す
る
」(Soz: 662)

と
い
う
表
現
に
つ
な
げ
れ
ば
、
略
奪
と
贈
与
が
「
他
者
の
所
有
物
の
主
観
的
な
取
得

形
式
」(PhG: 89)

、「
ま
っ
た
く
主
観
的
で
個
人
的
な
所
有
移
転
」(PhG: 426)

で
あ

る
の
に
対
し
て
、
経
済
的
交
換
は
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
、
当
事
者
双
方
が
直
接
的
な

主
観
性
・
恣
意
性
・
衝
動
性
を
排
し
て
一
般
的
な
共
通
規
範
・
規
準
に
同
様
に
服
す

る
行
為
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
最
も
客
観
的
で
公
平
で
平
和
的
な
所
有
移
転
形
式
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
ジ
ン
メ
ル
は
、
前
交
換
的
過
程
で
は
「
狡
猾

さ
、
情
熱
、
辛
抱
強
さ
」(PhG: 86)

な
ど
の
心
性
が
も
の
を
い
う
が
、
交
換
過
程
で

は
「
全
員
が
同
じ
よ
う
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
間
主
観
的
な
即
事
性
と
規
準
を

承
認
す
る
」(

同
右)

態
度
、「
客
観
的
な
比
量
、
熟
慮
、
相
互
承
認
、
直
接
的
欲
望
の

抑
制
」(PhG: 386)

の
能
力
こ
そ
が
行
為
主
体
に
要
求
さ
れ
る
精
神
特
性
で
あ
る
と

述
べ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
所
有
移
転
形
式
、
つ
ま
り
「
所
有
問
題
に
直
結
し
た
外

的
な
相
互
作
用
形
式
」(Soz: 550)

と
し
て
見
た
場
合
、
交
換
が
「
お
よ
そ
人
類
が
成

し
遂
げ
る
こ
と
の
で
き
た
途
方
も
な
い
進
歩
の
一
つ
」(PhG: 385)

で
あ
る
と
し
て

も
、
ジ
ン
メ
ル
は
そ
れ
が
贈
与
を
完
全
に
凌
駕
し
駆
逐
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

る
の
か
と
い
う
と
、
話
は
も
ち
ろ
ん
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
を

検
討
す
る
前
に
、
贈
与
と
経
済
的
交
換
の
特
性
に
関
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
洞
察
を
も
う

少
し
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

 

（
２
）〈
人
格
的
関
係
の
物
象
化
〉。
ジ
ン
メ
ル
は
、
交
換
と
は
「
人
間
間
の
相
互

活
動
性
が
物
象
化
し
た
も
の
」、「
人
間
の
間
の
関
係
が
帯
び
て
い
る
心
情
性
が
対
象

に
移
転
し
た
」(GSG8: 308;

『
社
会
学
』Soz: 662

で
は
「
心
情
性
」
の
前
に
「
純

粋
な
」
が
、「
移
転
」
に
替
え
て
「
投
影
」
が
挿
入
さ
れ
る)

も
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
既
述
の
よ
う
に
、
贈
与
行
為
に
は
「
贈
物
の
実
質
価
値

を
超
え
た
、
心
に
関
わ
る
価
値
意
義
が
あ
り
、
こ
の
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
受
取
っ

た
贈
物
に
よ
る
内
面
的
な
絆
を
、
け
っ
し
て
外
面
的
に
は
同
価
値
の
お
返
し
に
よ
っ

て
解
消
し
帳
消
し
に
で
き
な
い
」(GSG 10: 62)

こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
贈
与
行

為
で
は
、
あ
く
ま
で
も
人
間
同
士
の
内
面
的
・
精
神
的
な
紐
帯
、
人
格
的
・
情
義
的

な
関
係
（
へ
の
関
心
）
の
成
立
が
基
本
要
件
で
あ
り
、
当
事
者
間
の
全
人
格
と
全
人

格
と
が
贈
物
を
介
し
て
大
な
り
小
な
り
個
別
的
・
直
接
的
に
関
わ
り
合
う
こ
と
が
根

45



跡見学園女子大学文学部紀要 第 52 号 2017 

本
原
理
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
例
え
ば
善
行
の
事
例
で
い
え
ば
、
善
行
へ
の
感
謝

は
「
善
行
へ
の
反
応
と
善
行
を
な
す
者
へ
の
反
応
と
を
相
等
し
く

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
含
ん
で
い
る
」

(GSG8: 313; Soz: 666)

こ
と
か
ら
、「
相
互
に
供
さ
れ
た
も
の
が
［
人
格
か
ら
］
切

り
離
さ
れ
た
交
換
客
体
と
し
て
働
き
、
互
い
の
感
謝
が
善
行
に
し
か
、
い
わ
ば
交
換

さ
れ
た
内
容
そ
れ
自
体
に
し
か
関
わ
る
こ
と
が
な
い
」(GSG8: 312; Soz: 666

傍

点
ジ
ン
メ
ル)

場
合
に
は
、
贈
与
と
背
馳
す
る
感
情
が
生
じ
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
指
摘
す

る
。 

 

他
方
、
ジ
ン
メ
ル
の
見
方
で
は
、
経
済
的
交
換
の
場
合
、
そ
の
目
的
・
意
味
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
対
象
の
相
互
移
転
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
有
用
価
値
の
相
互
獲
得
に

あ
り
、
そ
の
実
現
は
客
観
的
等
価
物
と
し
て
の
所
有
対
象
の
相
互
的
な
比
量
・
授
受

と
い
う
規
則
形
式
を
ま
と
う
。
こ
の
事
態
を
ジ
ン
メ
ル
は
「
人
間
同
士
の
関
係
が
対

象
同
士
の
関
係
と
な
っ
て
い
る
」、あ
る
い
は
よ
り
端
的
に「
関
係
の
事
象
化
」(GSG8: 

309; Soz: 662)

と
特
徴
づ
け
る
。
つ
ま
り
「
発
達
し
た
経
済
一
般
で
は
、
そ
う
し
た

人
格
的
な
相
互
作
用
は
す
っ
か
り
背
後
に
退
き
、
商
品
は
独
自
の
生
命
を
獲
得
す
る

の
で
あ
り
、
商
品
同
士
の
関
係
、
商
品
同
士
の
価
値
決
済
は
自
動
的
に
単
に
計
算
と

し
て
行
わ
れ
、
人
間
は
も
は
や
商
品
自
体
に
そ
な
わ
る
移
転
と
決
済
へ
の
傾
向
の
執

行
者
と
し
て
し
か
登
場
す
る
こ
と
は
な
い
」(

同
右)

と
性
格
づ
け
る
の
で
あ
る
。
約

め
れ
ば
、
贈
与
で
は
物
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
や
り
取
り
は
人
格
的
関
係
を
形
成
・
維
持

す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
の
に
対
し
、
経
済
的
交
換
で
は
対
人
関
係

が
財
貨
獲
得
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
し

て
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
贈
与
交
換
と
経
済
的
交
換
と
の
相
違
を
決
定
づ
け
て
い
る
の

が
、
当
事
者
同
士
が
、
前
者
で
は
全
人
格
的
な
存
在
と
し
て
互
い
に
関
わ
り
合
う
一

方
、
後
者
で
は
有
用
価
値
の
交
換
者
と
い
う
一
面
的
機
能
の
担
い
手
と
し
て
の
み

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、相

互
に
関
係
し
合
う
と
い
う
点
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
要
因
の
た
め
に
、

や
り
取
り
さ
れ
る
対
象
の
性
質
・
意
味
や
当
事
者
同
士
の
関
係
が
か
く
も
変
容
す
る

も
の
と
ジ
ン
メ
ル
は
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
〈
存
在
と
所
有
〉
に
つ
い
て
の
ジ
ン
メ
ル
の
基
本
的
見
解
を
押
さ
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
。 

 

（
３
）〈
存
在
と
所
有
、
人
格
と
物
件
の
相
互
分
化
・
自
立
〉。
ジ
ン
メ
ル
の
〈
存

在
と
所
有
〉
論
の
要
点
は
、
本
稿
の
問
題
文
脈
に
沿
う
限
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、次
の
よ
う
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う (PhG: 405-, 431-, 532-; 

さ
ら
にGSG3: 171-; 4: 

230-; Soz: 397, 414-)

。 

 

①
ま
ず
、
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
、
所
有
を
〈
現
実
的
・
可
能
的
行
為
の
総
体
〉
と

し
て
捉
え
る
視
点
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
、
巷
に
跳
梁
す
る
所
有

観
念
を
実
体
主
義
的
で
「
受
動
主
義
的
な
所
有
概
念
」
と
し
て
批
判
し
、
そ
の
特
徴

を
、
わ
れ
わ
れ
の
積
極
的
な
活
動
を
対
象
の
獲
得
・
享
受
に
限
定
し
て
し
ま
い
、
所

有
と
い
う
も
の
を
「
静
止
し
た
、
い
わ
ば
実
体
的
な
状
態
」
と
し
て
し
か
、
ま
た
所

有
物
を
「
そ
れ
が
ま
さ
に
所
有
物
、
、
、で
あ
る
限
り
、
わ
れ
わ
れ
の
側
か
ら
は
何
ら
の
活

動
も
必
要
と
し
な
い
よ
う
な
無
条
件
に
従
順
な
客
体
」
と
し
て
し
か
見
な
さ
な
い
と

い
う
点
に
求
め
る
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
ジ
ン
メ
ル
は
「
所
有
す
る
こ
と
も
ま
た
ひ
と、、

つ
の
行
為

、
、
、
、で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」(PhG: 405)

と
主
張
し
、「
諸
行
為

の
総
計
と
し
て
の
所
有
の
表
象
」(PhG: 432)

が
持
つ
重
要
性
を
強
調
す
る
の
で
あ

る
。
以
下
に
述
べ
る
二
つ
の
視
点
②
③
は
、
こ
の
能
動
的
所
有
概
念
の
展
開
で
も
あ

る
。 
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②
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
重
要
な
第
二
の
視
点
は
、
所
有
の
内
実
が
一
定
の
特
性
を

、
、
、
、
、
、

具
え
た
主
体
と
一
定
の
特
性
を
具
え
た
客
体
と
の
間
に
成
立
す
る
固
有
の
相
互
作

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

用
・
相
互
依
存

、
、
、
、
、
、に
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。「
所
有
は
む
し
ろ
主
体
の
能
力
あ
る
い
は

性
質
と
客
体
の
能
力
あ
る
い
は
性
質
と
の
相
互
作
用
か
ら
成
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

相
互
作
用
は
両
者
の
特
定
の
関
係
に
お
い
て
し
か
、
つ
ま
り
は
ま
た
主
体
の
特
定
の

能
力
状
態
に
お
い
て
し
か
生
じ
る
こ
と
は
な
い
。
…
…
。
特
定
の
客
体
の
所
有
は
、

そ
れ
に
対
し
て
主
体
が
明
白
に
は
っ
き
り
と
求
め
ら
れ
れ
ば
求
め
ら
れ
る
ほ
ど
真
正

で
能
動
的
な
も
の
と
な
る
が
、逆
に
、所
有
物
が
実
際
に
根
本
的
、徹
底
的
に
所
有
、

つ
ま
り
活
用
さ
れ
享
受
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
主
体
の
内
的
・
外
的
な
本
質
に
対

し
て
は
っ
き
り
と
し
た
決
定
的
な
作
用
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
」(PhG: 405-)

。
こ
の

所
有
概
念
に
し
た
が
え
ば
、
法
的
関
係
と
し
て
の
所
有
と
は
「
社
会
全
体
が
所
有
者

に
そ
の
所
有
物
の
永
続
的
な
所
有
と
あ
ら
ゆ
る
他
者
の
排
除
を
保
証
す
る
こ
と
」
で

あ
り
、「
あ
る
客
体
の
完
全
な
る
用
益
に
つ
い
て
の
社
会
的
に
保
証
さ
れ
た
潜
在
力
」

(PhG: 413)

を
意
味
す
る
に
す
ぎ
ず
、
実
質
的
・
内
面
的
な
所
有
の
た
め
の
形
式
的
・

外
面
的
な
前
提
条
件
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
対
象
へ
の
特
定
の
積
極
的
な
働
き

か
け
に
よ
っ
て
―
―
ま
た
そ
の
様
態
、
程
度
に
応
じ
て
―
―
は
じ
め
て
、
対
象
は
真

に
〝
本
来
的
〟
な
所
有
物
＝
固
有
物
＝
「
わ
が
も
の
」
と
化
し
「
わ
が
存
在
」
に
転

成
す
る
一
方
、
そ
れ
に
対
す
る
対
象
か
ら
の
特
定
の
反
作
用
を
通
じ
て
は
じ
め
て
、

所
有
者
の
側
も
特
性
を
も
っ
た
特
定
の
所
有
者
＝
存
在
者
と
し
て
生
成
す
る
と
い
う

の
で
あ
る
。 

 

③
こ
の
視
点
と
深
く
関
連
す
る
、
ジ
ン
メ
ル
の
所
有
概
念
の
第
三
の
観
点
は
、
所

有
と
は
自
我
の
表
現
・
刻
印

、
、
、
、
、
、
、
、で
あ
り
、
自
我
の
拡
張
圏
域

、
、
、
、
、
、
、を
形
成
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
曰
く
、「
所
有
物
を
獲
得
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
…
…
い
わ

ば
人
格
が
個
人
の
限
界
を
超
え
て
増
幅
す
る
こ
と
だ
と
い
え
よ
う
。
…
…
個
人
の
圏

域
が
、
も
と
も
と
個
人
を
画
し
て
い
た
境
界
を
超
え
て
拡
張
さ
れ
、
自
我
は
そ
の
直

接
的
な
範
囲
の
彼
岸
に
延
長
さ
れ
て
自
己
の
外
部
に
、
し
か
し
そ
れ
で
も
広
義
に
は

〈
私
の
も
の
〉で
あ
る
と
こ
ろ
の
自
己
の
外
部
に
拡
が
る
の
で
あ
る
」(PhG: 434)

。

あ
る
い
は
、
直
接
に
自
由
な
い
し
支
配
の
概
念
に
引
き
つ
け
て
、「
…
…
あ
る
物
が
わ

た
し
の
意
志
に
抵
抗
を
示
さ
な
い
こ
と
、
わ
た
し
の
意
志
が
そ
の
物
に
対
し
て
自
己

を
貫
け
る
こ
と
、
こ
れ
が
ま
さ
に
あ
る
物
を
所
有
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」(PhG: 

431)

と
ジ
ン
メ
ル
は
所
有
を
定
義
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
と
関
連
し
て
、
自
我
と
所
有

物
、
存
在
と
所
有
の
境
界
線
は
不
定
で
流
動
的
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
「
所
有
物
の

総
体、、が
存
在
の
総
体、、の
等
価
物
の
よ
う
に
み
え
る
と
い
う
独
特
の
現
象
」(

同
右
、
傍

点
ジ
ン
メ
ル)

が
生
じ
う
る
こ
と
な
ど
も
強
調
す
る
。
こ
の
た
め
、「
ど
の
外
的
客
体

も
、
心
理
的
価
値
に
な
ら
な
け
れ
ば
所
有
物
と
し
て
無
意
味
で
あ
る
よ
う
に
、
自
我

の
方
も
、
自
我
に
従
う
、
つ
ま
り
自
我
に
属
す
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
傾
向
、
能
力
、

個
人
的
様
式
の
刻
印
を
ゆ
る
す
よ
う
な
外
的
客
体
を
そ
の
周
囲
に
持
た
な
け
れ
ば
、

い
わ
ば
広
が
り
を
失
っ
て
一
点
に
収
縮
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
」(PhG: 433)

と
結

論
づ
け
る（4 ）

。 
 

 
さ
て
、
ジ
ン
メ
ル
の
贈
与
論
・
交
換
論
の
核
心
部
分
の
一
つ
、
そ
し
て
ま
た
そ
の

思
想
史
的
意
義
の
一
つ
は
、
こ
う
し
た
所
有
概
念
に
照
ら
し
て
贈
与
交
換
と
経
済
的

交
換
の
間
に
決
定
的
な
亀
裂
が
走
る
こ
と
を
強
調
し
た
こ
と
に
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
に

よ
れ
ば
、直
接
的
で
個
別
的
な
人
格
的
・
内
面
的
関
係
を
内
実
と
す
る
贈
与
関
係
は
、

根
本
的
に
所
有
者
と
所
有
物
と
の
間
に
お
け
る
固
有
の
相
互
作
用
・
相
互
依
存
に
支
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え
ら
れ
て
い
る
。
贈
物
を
媒
介
に
全
人
格
的
な
相
互
関
係
が
成
立
す
る
の
も
、「
た
と

え
人
間
が
個
々
の
物
し
か
与
え
ず
、
そ
の
人
格
の
一
面
し
か
供
す
る
こ
と
が
な
い
に

せ
よ
、
そ
れ
で
も
人
間
は
こ
の
一
面
に
完
全
に
含
有
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し

た
個
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
形
に
お
い
て
で
も
そ
の
人
格
性
を
完
全
に
、
、
、与
え
る
こ
と
が

で
き
る
」(GSG8: 312-
）
と
い
う
事
情
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
こ
れ
を
成
立

さ
せ
て
い
る
の
が
ま
さ
に
こ
の
主
客
間
の
相
互
作
用
・
相
互
規
定
に
基
づ
く
所
有
者

と
所
有
物
と
の
融
合
・
一
体
化
、
存
在
と
所
有
と
の
全
一
化
、「
事
物
は
自
我
の
中
に

入
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
自
我
も
ま
た
事
物
の
中
に
入
り
込
ま
ね
ば
な
ら

な
い
」(PhG: 433)

と
い
う
自
我
と
所
有
物
と
の
相
互
浸
潤
な
の
で
あ
る
。「
初
期
の

ゲ
ル
マ
ン
法
で
は
、
ど
の
よ
う
な
贈
与
で
も
、
贈
与
を
受
け
た
者
が
恩
義
を
示
さ
な

い
場
合
や
他
の
若
干
の
場
合
に
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
い
わ
ば
所
有
者

に
根
を
下
ろ
し
た
、
所
有
物
の
人
格
的
な
本
質
を
よ
く
特
徴
づ
け
て
い
る
」(PhG: 

449)

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ジ
ン
メ
ル
の
贈
与
観
で
は
、
当
事
者
同
士
の
直
接
的

な
人
格
的
・
倫
理
的
関
係
と
、
主
体
と
所
有
物
と
の
人
格
的
・
内
面
的
な
融
合
関
係

と
が
相
互
に
前
提
し
合
う
こ
と
が
贈
与
関
係
の
特
質
を
な
し
て
い
る
の
だ
。 

 

と
こ
ろ
が
、
ジ
ン
メ
ル
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
所
有
関
係
の
あ
り
方
は
、（
と
り
わ

け
貨
幣
に
媒
介
さ
れ
た
）
経
済
的
交
換
関
係
に
お
い
て
根
底
か
ら
衰
微
・
崩
壊
す
る
。

「
貨
幣
が
所
有
と
存
在
と
を
相
互
に
自
立
化
さ
せ
る
」(PhG: 428)

こ
と
に
な
り
、

「
所
有
か
ら
の
存
在
の
独
立
と
存
在
か
ら
の
所
有
の
独
立
」(PhG: 410)

を
帰
結
す

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
所
有
者
と
所
有
物
、
人
格
と
対
象
・
行
為
、
存
在
と
所
有
と

が
相
互
に
分
離
し
自
立
化
し
、
そ
れ
自
体
と
し
て
互
い
に
無
縁
化
し
て
い
く
と
い
う

事
態
が
経
済
的
交
換
の
成
立
・
発
展
の
―
―
歴
史
的
な
、
か
つ
不
断
の
―
―
前
提
条

件
で
も
あ
り
根
本
的
帰
結
で
も
あ
る
と
い
う
の
だ
。
所
有
と
存
在
の
一
体
化
様
態
か

ら
相
互
分
離
の
様
態
へ
の
転
化
を
、
ジ
ン
メ
ル
は
ま
た
、
人
格
と
物
件
＝
事
象
と
の

直
接
的
統
一
な
い
し
未
分
化
の
様
態
か
ら
相
互
分
化
・
自
立
化
の
様
態
へ
の
転
化
過

程
と
し
て
も
捉
え
て
い
る
。
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
、
経
済
的
交
換
は
人
格
と
モ
ノ
と

を
相
互
に
絶
縁
し
、
モ
ノ
を
純
然
と
即
物
化
・
脱
人
格
化
す
る
と
同
時
に
、
こ
う
し

た
事
象
化
・
脱
主
観
化
を
前
提
条
件
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
さ
い
に
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
要
因
と
し
て
ジ
ン
メ
ル
が
挙
げ
る
の

が
、
ま
さ
に
社
会
生
活
内
部
へ
の
貨
幣
の
浸
潤
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
に
よ
れ
ば
、
貨

幣
は
人
格
と
所
有
物
と
の
相
互
作
用
を
遮
断
し
、
所
有
対
象
か
ら
人
格
的
・
主
観
的

な
色
彩
と
刻
印
と
を
消
去
し
て
そ
れ
を
純
然
た
る
即
物
に
転
化
し
、
人
格
と
所
有
物

と
の
関
係
を
単
な
る
他
者
の
意
志
の
排
除
と
い
う
純
粋
に
形
式
的
・
消
極
的
な
所
有

関
係
に
縮
減
す
る
の
で
あ
る
。第
一
に
、「
貨
幣
自
体
が
、所
有
客
体
と
し
て
見
れ
ば
、

い
わ
ば
絶
縁
体
に
よ
っ
て
所
有
者
の
存
在
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
」(PhG: 431)

と
述
べ
る
よ
う
に
、
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
貨
幣
そ
の
も
の
が
、
純
然
と
一
般
的
等
価

性
＝
交
換
性
を
体
現
す
る
、
そ
れ
自
体
は
無
色
透
明
で
無
特
性
の
普
遍
的
媒
体
で
あ

り
、
所
有
主
体
に
対
す
る
所
有
物
の
側
か
ら
の
個
別
的
で
特
殊
的
な
影
響
・
規
定
性

の
完
全
な
欠
落
、
人
格
的
・
個
人
的
な
色
彩
の
完
全
な
欠
如
を
特
色
と
す
る
か
ら
で

あ
る
。
貨
幣
は
人
格
と
モ
ノ
、
存
在
と
所
有
の
無
縁
化
を
前
提
条
件
と
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
無
縁
化
の
極
点
を
な
す
所
有
物
な
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ

の
存
在
―
所
有
断
絶
の
極
致
た
る
貨
幣
と
の
等
価
交
換
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
貨
幣

と
の
交
換
可
能
性
そ
れ
自
体
に
お
い
て
す
で
に
、
あ
ら
ゆ
る
個
々
の
所
有
物
か
ら
、

そ
の
特
性
と
独
自
性
と
と
も
に
、
所
有
者
と
の
人
格
的
・
主
観
的
な
結
び
つ
き
が
消
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ジンメルにおける贈与と交換 

し
去
ら
れ
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

 
で
は
、
か
つ
て
社
会
制
度
全
体
を
支
え
る
基
軸
の
一
つ
と
し
て
の
贈
与
関
係
を
担

っ
て
い
た
、
所
有
主
体
の
人
格
性
と
そ
の
所
有
物
と
の
間
の
渾
然
一
体
が
崩
れ
て
い

く
歴
史
過
程
を
、
ジ
ン
メ
ル
は
ど
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
自
身

の
挙
げ
る
事
例
の
い
く
つ
か
に
沿
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
同
時
に
、
贈
与

交
換
と
経
済
的
交
換
の
本
質
的
相
違
に
関
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
理
解
に
お
け
る
さ
ら
に

重
要
な
諸
論
点
の
追
加
的
考
察
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
最
初
に
挙
げ
る
歴
史
事
例

の
叙
述
は
、
人
格
性
と
所
有
物
の
結
び
つ
き
が
最
も
強
い
土
地
所
有
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
三
例
に
限
定
す
る(PhG: 428)

。
⒜
原
初
的
な
分
離
過
程
の

一
つ
は
、「
個
人
の
存
在
と
…
…
所
有
物
を
つ
な
ぐ
紐
帯
」(PhG: 429)

で
あ
っ
た
古

代
ロ
ー
マ
の
氏
族
制
の
崩
壊
に
始
ま
り
、
中
世
都
市
に
浸
透
し
て
い
っ
た
貨
幣
経
済

に
よ
っ
て
拍
車
が
か
か
る
過
程
で
あ
る
。
所
有
地
の
「
抵
当
化
と
売
却
は
、
人
格
と

所
有
地
の
分
離
の
究
極
の
結
果
で
あ
り
、
た
し
か
に
貨
幣
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能

と
な
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
過
程
が
始
ま
っ
た

、
、
、
、の
は
、
す
で
に
貨
幣

以
前
、
氏
族
制
が
解
体
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
」(

同
右
、
傍
点
ジ
ン
メ
ル)
と
ジ
ン
メ

ル
は
述
べ
て
い
る
。
注
意
し
た
い
の
は
、
土
地
の
売
買
や
私
有
地
化
が
、
個
人
の
全

人
格
が
埋
め
込
ま
れ
た
氏
族
制
の
解
体
に
端
を
発
す
る
人
格
と
所
有
地
と
の
分
離
に

端
を
発
し
、
貨
幣
的
交
換
に
よ
っ
て
著
し
く
促
進
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
ま
た
、
こ

の
分
離
が
少
な
く
と
も
大
規
模
な
貨
幣
的
交
換
の
本
源
的
な
前
提
条
件
で
も
あ
り
歴

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

史
的
な
帰
結

、
、
、
、
、で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
⒝
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
貴
族
制

か
ら
民
主
制
へ
の
移
行
に
お
い
て
も
、
一
連
の
社
会
的
要
因
が
貴
族
の
社
会
的
存
在

（
地
位
・
帰
属
）
と
土
地
所
有
の
分
離
を
引
き
お
こ
す
が
、
貨
幣
経
済
の
関
与
に
よ

り
こ
の
分
離
過
程
は
完
成
す
る
。
特
定
の
社
会
的
存
在
と
特
定
の
所
有
物
の
間
の
緊

密
な
相
互
制
約
が
消
滅
す
る
こ
と
が
、
万
人
同
権
の
歴
史
的
前
提

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、と
ジ
ン
メ
ル
は
見

な
す
の
で
あ
る
。
⒞
古
代
ゲ
ル
マ
ン
で
は
、
マ
ル
ク
共
同
体
へ
の
直
接
的
・
人
格
的

帰
属
と
い
う
社
会
的
存
在
が
個
人
に
よ
る
土
地
所
有
の
前
提
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

個
人
間
の
人
格
的
・
共
同
体
的
な
結
合
が
消
え
て
ゆ
く
と
、
所
有
地
は
個
人
か
ら
自

立
化
し
て
い
く
。
そ
し
て
こ
の
過
程
の
最
後
に
「
そ
う
し
た
存
在
と
所
有
の
分
離
を

こ
と
ご
と
く
表
現
す
る
の
に
格
好
の
実
体
」(PhG: 430)

と
し
て
登
場
す
る
の
が
貨

幣
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
例
に
よ
っ
て
、
結
局
、
貨
幣
が
「
所
有
と
存

在
の
歴
史
的
な
関
係
に
お
い
て
、
こ
の
関
係
の
収
縮
と
弛
緩
の
間
の
世
界
史
的
な
転

換
の
き
っ
か
け
と
な
る
も
ろ
も
も
ろ
の
契
機
の
な
か
で
最
も
歴
然
と
し
、
最
も
決
定

的
な
、
い
や
最
も
徴
候
的
と
い
え
る
要
因
を
な
し
て
い
る
」(PhG: 431)

と
い
う
こ

と
を
ジ
ン
メ
ル
は
示
し
た
い
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
本
稿
の
文
脈
に
即
し
て
言
い

換
え
る
と
、
こ
う
な
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
、
貨
幣
媒
介
の

経
済
的
交
換
は
、
そ
の
成
立
に
お
い
て
存
在
と
所
有
、
人
格
と
所
有
物
の
分
化
・
自

立
を
歴
史
的
条
件
と
す
る
一
方
、
こ
の
歴
史
的
な
分
離
過
程
に
対
し
て
最
も
顕
著
で

強
力
な
要
因
と
し
て
作
用
す
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
存
在
と
所
有
、
人
格
と
所
有

物
の
直
接
的
な
一
体
性
を
前
提
条
件
と
す
る
本
来
的
な
贈
与
交
換
は
、
こ
の
融
合
関

係
が
崩
れ
る
と
と
も
に
衰
微
し
て
ゆ
き
、
経
済
的
交
換
に
席
を
譲
る
の
が
歴
史
的
趨

勢
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
贈
与
交
換
か
ら
経
済
的
交
換
の

大
転
換
に
お
い
て
は
、
人
格
と
所
有
物
の
相
互
分
化
・
自
立
な
ら
び
に
所
有
物
の
脱

人
格
化
・
即
物
化
と
、
人
格
と
人
格
の
相
互
分
化
・
自
立
な
ら
び
に
所
有
主
体
の
機

能
の
担
い
手
へ
の
転
化
と
が
相
互
に
呼
応
し
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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次
に
、〈
要
素
の
未
分
化
→
要
素
の
分
化
〉
と
い
う
一
般
的
な
発
展
図
式
に
依
拠
し

て
ジ
ン
メ
ル
が
挙
げ
る
別
の
歴
史
事
例(PhG: 447-)

を
見
て
み
よ
う
。
主
体
と
所
有

物
の
未
分
化
状
態
、
つ
ま
り
「
所
有
物
が
ま
だ
人
格
と
直
接
的
な
相
互
作
用
の
中
に

あ
っ
た
」(PhG: 449)

状
態
の
歴
史
的
形
態
と
し
て
ジ
ン
メ
ル
が
列
挙
す
る
の
が
、

死
者
と
と
も
に
所
有
物
を
埋
葬
し
た
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
な
時
代
、
所
有
物
が
人
格
と
直

結
し
て
い
た
古
代
ゲ
ル
マ
ン
、
職
業
の
世
襲
制
、
人
格
が
経
済
的
な
存
在
と
所
有
に

有
機
的
に
結
合
し
て
い
た
身
分
制
な
い
し
ツ
ン
フ
ト
で
あ
る
。
最
後
の
ツ
ン
フ
ト
に

つ
い
て
い
え
ば
、
ジ
ン
メ
ル
は
別
の
箇
所
で
、
そ
れ
が
全
人
格
を
こ
と
ご
と
く
包
摂

し
て
い
る
た
め
「
人
間
と
し
て
の
人
間
と
集
団
の
一
員
と
し
て
の
人
間
と
を
区
別
し

な
い
中
世
的
結
合
」(PhG: 465)

で
あ
る
と
特
徴
づ
け
、
例
え
ば
「
織
物
職
人
の
ツ

ン
フ
ト
は
単
に
織
物
業
の
利
益
を
守
る
た
め
だ
け
の
個
人
の
組
合
で
は
な
く
、職
業
、

社
交
、
宗
教
、
政
治
、
さ
ら
に
他
の
多
く
に
関
わ
る
生
活
共
同
体
で
あ
っ
た
」(PhG: 

464)

と
し
補
足
説
明
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
存
在
と
所
有
が

未
分
化
な
状
態
で
は
、
経
済
・
社
交
・
宗
教
と
い
っ
た
諸
領
域
が
、
集
団
・
社
会
全

体
の
生
活
過
程
に
お
い
て
も
個
人
の
生
活
過
程
に
お
い
て
も
、
未
分
化
で
直
接
的
な

統
一
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
に
、
こ
の
説
明
が
注
意
を
喚
起
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ

る
。 

 

 

人
格
と
事
物
、
存
在
と
所
有
の
相
互
分
化
・
自
立
と
い
う
歴
史
過
程
⑴
は
、
ジ
ン

メ
ル
に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
個
人
の
人
格
全
体
を
呑
み
こ
み
、
個
人
の
生
活
領
域
全

般
を
包
摂
す
る
特
定
の
社
会
集
団
か
ら
の
個
人
の
分
化
・
自
立
と
い
う
歴
史
過
程
、

よ
っ
て
ま
た
個
人
の
経
済
関
係
が
そ
の
生
活
過
程
全
体
か
ら
分
化
・
自
立
す
る
歴
史

過
程
⑵
と
根
底
で
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
過
程
は
、
社
会
全
体
の
観
点

か
れ
見
れ
ば
、
社
会
内
部
で
の
諸
個
人
の
分
化
・
自
立
の
歴
史
過
程
⑶
で
も
あ
る
。

歴
史
過
程
⑴
は
ま
た
、社
会
構
成
の
点
で
い
え
ば
、社
会
領
域
同
士
が
相
互
に
分
化
・

自
立
す
る
歴
史
的
過
程
、
し
た
が
っ
て
経
済
過
程
・
領
域
が
そ
れ
ま
で
一
体
と
化
し

て
い
た
他
の
諸
過
程
・
諸
領
域
か
ら
相
対
的
に
分
化
・
自
立
す
る
歴
史
的
過
程
⑷
と

も
相
即
不
離
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
経
済
過
程
の
〝
自
立
化
〟
は
人
格
と
所
有
物

と
の
分
離
、
所
有
物
の
脱
人
格
化
を
歴
史
的
前
提
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
経
済
過

程
は
人
格
的
な
関
心
の
直
接
性
か
ら
解
か
れ
、
あ
た
か
も
自
己
目
的
で
あ
る
か
の
よ

う
に
機
能
し
、
そ
の
機
械
的
な
進
行
が
不
規
則
性
と
計
算
不
能
性
を
帯
び
る
人
格
的

な
要
素
と
交
わ
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
」(PhG: 448)

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ジ
ン

メ
ル
に
し
て
み
れ
ば
、
経
済
の
合
理
的
性
格
と
は
す
な
わ
ち
、
人
格
と
所
有
物
の
分

離
に
基
づ
く
所
有
物
の
事
象
化
・
脱
人
格
化
・
脱
主
観
化
の
歴
史
的
産
物
な
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
想
起
し
た
い
の
は
、〈
社
会
内
部
で
の
諸
個
人
の
分
化
・
自
立

化
⑶
は
個
人
内
部
で
の
諸
要
素
の
分
化
・
自
立
化
⑸
と
相
互
に
対
応
し
て
い
る
〉
と

い
う
、
人
格
論
・
自
由
論
に
関
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
重
要
な
形
式
社
会
学
的
な
テ
ー
ゼ

で
あ
る 

(PhG: 462-, 475-)

。
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
は
、
個
人
の
人
格
と
所
有
物

と
の
濃
密
な
人
格
的
結
合
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
個
人
内
部
に
お
け
る

諸
要
素
、
感
情
や
知
性
や
意
志
の
契
機
、
あ
る
い
は
経
済
的
・
社
交
的
・
宗
教
的
な

ど
の
諸
側
面
が
密
接
に
結
合
し
て
い
る
こ
と
と
表
裏
一
体
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
人

格
と
所
有
物
と
の
人
格
的
紐
帯
の
歴
史
的
切
断
は
個
人
内
部
に
お
け
る
そ
う
し
た

諸
々
の
諸
要
素
の
紐
帯
の
歴
史
的
切
断
と
相
互
作
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
済
的

交
換
に
お
い
て
は
、
当
事
者
は
自
己
を
内
部
で
分
割
し
、
そ
の
人
格
全
体
や
他
の
諸

側
面
を
背
後
に
隠
し
な
が
ら
即
物
的
・
没
人
格
的
な
特
定
の
側
面
、
ま
さ
に
所
有
者
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＝
交
換
者
と
い
う
経
済
機
能
に
お
い
て
の
み
相
互
に
関
係
し
合
う
の
で
あ
り
、
そ
の

所
有
物
は
所
有
者
の
人
格
的
色
合
い
が
剥
離
し
た
物
自
体
と
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
ゲ
ル
マ
ン
法
支
配
か
ら
ロ
ー
マ
法
支
配
へ
の
移
行
に
つ
い
て
の
記
述(PhG: 

450-)

な
ど
も
興
味
深
い
が
、
そ
の
検
討
は
割
愛
す
る
。 

 

と
こ
ろ
で
―
―
右
の
過
程
⑵
⑶
へ
の
補
足
説
明
に
も
な
る
が
―
―
、
贈
与
交
換
が

そ
れ
以
外
の
諸
々
の
社
会
的
関
係
、
身
分
・
上
下
・
支
配
秩
序
、
社
会
全
体
の
制
度

的
枠
組
み
に
強
く
依
存
す
る
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
関
係
の
維
持
・
発
展
に
対
し
て

重
大
な
貢
献
を
な
す
が
、
こ
れ
に
対
し
、
経
済
的
交
換
は
こ
う
し
た
外
部
の
社
会
関

係
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
て
進
行
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
経
済
的
交
換
と
い
え
ど
も
社

会
的
な
外
部
環
境
と
相
互
作
用
し
な
い
わ
け
は
な
い
が
、
そ
の
相
互
影
響
は
少
な
く

と
も
形
式
的
に
は
贈
与
交
換
の
場
合
の
よ
う
に
個
別
的
・
直
接
的
・
顕
現
的
で
は
な

く
、
総
体
的
・
間
接
的
・
潜
在
的
な
性
質
を
帯
び
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
贈
与
論
・
交
換

論
の
特
色
は
、
贈
与
と
経
済
的
交
換
の
間
に
お
け
る
こ
う
し
た
本
質
的
相
違
を
、
存

在
と
所
有
、
人
と
物
と
の
間
の
人
格
的
結
合
の
有
無
・
程
度
と
関
連
づ
け
て
指
摘
し

て
い
る
点
に
も
見
ら
れ
る
。
ジ
ン
メ
ル
に
よ
れ
ば
、
贈
与
交
換
で
は
、
当
事
者
間
の

個
別
的
・
人
格
的
な
関
係
を
通
じ
て
そ
の
都
度

、
、
、
、、
直
接
的
に

、
、
、
、規
定
さ
れ
て
一
定
の
贈

物
が
一
定
の
様
式
で
交
換
さ
れ
、
こ
の
個
別
行
為
が
直
接
的
に
こ
う
し
た
関
係
の
維

持
・
強
化
を
帰
結
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
経
済
的
交
換
は
、
個
別
的
、
、
、・
直
接
的
な
様

、
、
、
、
、

態
で
見
れ
ば

、
、
、
、
、、「
抽
象
的
個
人
主
義
」(PhG: 431)

に
そ
の
概
念
的
純
化
を
み
る
よ
う

な〈
相
互
に
自
由
で
独
立
し
た
個
人
＝
所
有
者
〉が
展
開
す
る
閉
じ
た
過
程
で
あ
り
、

そ
の
都
度
ご
と
に
自
己
完
結

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、し
、
所
与
の
外
部
関
係
と
も
当
事
者
間
の
関
係
と
も
相

互
影
響
を
自
ら
遮
断
し
て
余
韻
を
残
さ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
、
つ
ま

り
個
人
間
の
関
係
行
為
の
〈
そ
の
都
度
性
〉、
自
己
完
結
性
の
前
提
で
も
あ
り
帰
結
で

も
あ
る
の
が
、
ま
さ
に
個
人
間
の
関
係
の
即
物
化
・
脱
人
格
化
・
機
能
化
で
あ
り
、

個
人
の
存
在
と
所
有
、
人
格
と
事
物
の
紐
帯
の
解
消
な
の
で
あ
る
。 

 

小
括
す
る
と
、
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
、
人
格
と
事
物
、
存
在
と
所
有
の
相
互
分
化
・

自
立
と
い
う
歴
史
過
程
⑴
と
関
わ
る
歴
史
過
程
⑵
～
⑸
は
、同
じ
歴
史
過
程
全
体
の
、

密
接
に
相
互
作
用
し
合
う
様
々
な
側
面
・
要
素
に
す
ぎ
ず
、
―
―
歴
史
的
に
も
構
造

的
に
も
―
―
市
場
的
交
換
の
前
提
で
あ
る
と
同
時
に
結
果
で
も
あ
る
の
だ
。
こ
の
よ

う
な
歴
史
的
か
つ
構
造
的
連
関
を
、
た
と
え
体
系
性
と
厳
密
性
に
欠
け
た
見
取
り
図

的
な
形
で
あ
る
と
は
い
え
、
多
面
的
・
総
体
的
に
描
き
出
し
た
こ
と
、
そ
う
す
る
こ

と
で
少
な
く
と
も
こ
の
連
関
を
理
論
的
に
追
究
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
浮
き
彫
り
に

し
た
こ
と
は
、
ジ
ン
メ
ル
の
大
き
な
思
想
的
貢
献
で
あ
る
。
し
か
し
ジ
ン
メ
ル
は
、

贈
与
と
経
済
的
交
換
と
の
関
係
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
に
そ
の
対
照
的
な
本
質
・
構

造
や
歴
史
的
な
転
化
過
程
を
炙
り
出
す
こ
と
だ
け
で
は
満
足
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
本
稿
は
、
ジ
ン
メ
ル
贈
与
論
・
交
換
論
の
何
よ
り
も
の
現
代
的
意
義
を
認
め

る
の
で
あ
る
。 

 

４
．
贈
与
交
換
と
経
済
的
交
換
の
複
雑
な
関
係 

  
ジ
ン
メ
ル
が
贈
与
交
換
と
経
済
的
交
換
と
を
所
有
物
の
対
照
的
な
移
転
形
式
と
し

て
比
較
・
区
別
し
た
結
果
を
、
図
式
的
に
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
贈
与
交
換
と
経
済
的
交
換
は
、
①
目
的
・
動
機
か
ら
見
れ
ば
、

利
他
的
／
利
己
的
、
倫
理
的
・
友
誼
的
／
功
利
的
・
即
物
的
、
②
対
物
関
係
の
性
質
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の
点
で
は
、
人
格
的
・
内
面
的
な
結
合
／
人
格
的
・
内
面
的
な
分
離
・
無
関
係
、
③

所
有
物
の
性
質
の
点
で
は
、
人
格
を
強
く
規
定
・
拘
束
す
る
と
同
時
に
そ
れ
自
体
も

人
格
性
を
濃
厚
に
帯
び
る
対
象
／
人
格
的
色
合
い
を
消
去
さ
れ
た
客
観
的
・
事
象
的

対
象
、
④
当
事
者
相
互
の
関
係
様
式
の
点
で
は
、
相
互
関
係
そ
れ
自
体
に
意
味
を
見

い
だ
す
全
人
格
的
・
全
面
的
・
主
情
的
関
与
／
相
互
関
係
は
功
利
目
的
の
手
段
で
し

か
な
い
機
能
的
・
一
面
的
・
即
物
的
関
与
、
⑤
行
為
の
結
果
か
ら
見
れ
ば
、
人
格
を

相
互
に
結
合
・
拘
束
し
人
格
的
・
内
面
的
な
絆
を
維
持
・
強
化
／
そ
の
都
度
、
人
格

的
な
結
び
つ
き
、
倫
理
的
な
縛
り
を
消
去
、
⑥
社
会
的
な
関
係
枠
組
へ
の
直
接
的
な

依
存
度
の
点
で
は
、
強
い
／
弱
い
。 

 

問
題
は
し
か
し
、
こ
う
し
た
対
照
的
な
性
質
を
明
白
に
認
め
る
こ
と
の
で
き
る
交

換
過
程
は
特
定
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
に
限
ら
れ
、
大
半
の
交
換
過
程
は
諸
性
質
が
異
な

っ
た
比
率
で
混
淆
し
て
い
る
複
合
体
・
中
間
体
で
あ
る
こ
と
を
、
ジ
ン
メ
ル
自
身
の

叙
述
が
示
唆
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
の
事
例
に
お
い
て
贈
与

行
為
と
経
済
的
交
換
行
為
と
の
峻
別
を
可
能
に
す
る
単
一
の
〝
種
差
〟
規
定（
徴
表
）

は
存
在
せ
ず
、
両
行
為
の
間
に
は
せ
い
ぜ
い
〝
家
族
的
類
似
性
〟
、
あ
る
い
は
〝
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
〟
を
中
心
と
し
た
漸
次
的
・
段
階
的
な
区
別
し
か
認
め
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
歴
史
過
程
と
し
て
見
れ
ば
、
略
奪
、
貢
納
、
租
税
、

婚
姻
な
ど
の
様
々
な
所
有
移
転
形
式
が
絡
ん
で
く
る
こ
と
も
あ
り
、
両
行
為
の
区
別

は
微
妙
で
錯
綜
し
、
そ
の
間
に
は
移
行
・
中
間
・
混
合
、
併
存
・
競
合
・
補
完
、
逆

行
・
合
体
・
再
分
化
な
ど
の
関
係
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
ジ
ン
メ
ル
は
こ
の
こ
と

を
具
体
的
な
叙
述
で
示
し
て
い
る
の
で
あ
る（5 ）

。 

 

（
１
）
経
済
的
交
換
の
起
源
・
移
行
形
式
。
ジ
ン
メ
ル
は
物
々
交
換
の
な
か
に
一

般
等
価
物
＝
現
物
（
商
品
）
貨
幣
の
歴
史
的
な
成
立
根
拠
を
模
索
し
、
そ
の
意
味
で

は
物
々
交
換
を
貨
幣
に
媒
介
さ
れ
た
交
換
の
歴
史
的
起
源
と
見
な
し
て
い
る（6 ）

。
と
こ

ろ
が
、
じ
つ
は
、
ジ
ン
メ
ル
は
経
済
的
交
換
に
関
し
て
複
数
の
起
源

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、、
複
数
の
移
行

、
、
、
、

形
式
の
可
能
性

、
、
、
、
、
、に
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
！ 

例
え
ば
公
定
価
格
の
由
来
に
関
し
て

ジ
ン
メ
ル
は
こ
う
述
べ
る
。「
社
会
的
に
規
定
さ
れ
た[

＝
公
定
レ
ー
ト
や
公
的
価
格

な
ど
に
基
づ
く]

交
換
の
先
駆
が
個
人
的
な
交
換
で
は
な
く
、
交
換
と
は
ま
っ
た
く
異

な
る
種
類
の
所
有
移
転
、
例
え
ば
略
奪
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
十
分
に
可
能
で
あ
る

と
考
え
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
個
人
間
の
交
換
と
は
平
和
協
定
以
外
の
何
も

の
で
も
な
い
こ
と
に
な
り
、
よ
っ
て
交
換
と
公
定
交
換
と
は
ひ
と
つ
の
統
一
的
な
事

実
に
起
源
を
発
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」(PhG: 89)

。
こ
こ
で
ジ
ン
メ
ル
は
、

〈
個
人
間
交
換
→
公
定
交
換
〉
と
い
う
単
線
的
経
路
で
は
な
く
、
略
奪
を
起
源
と
し

て
、
和
平
を
通
じ
て
一
方
で
個
人
交
換
が
、
他
方
で
（
個
人
間
交
換
を
介
さ
ず
に
直

接
）
公
定
交
換
が
成
立
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
ジ
ン
メ
ル
は
、〈
略
奪
・
贈
与
→
交
換
〉と
い
う
移
行
の「
媒
介
現
象
」(PhG: 

86)

に
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
経
済
的
交
換
の
前
身
は
贈
与
で
あ
り
、
贈、

与
か
ら
経
済
的
交
換
が
発
展

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。曰
く「
多
く
の
民
族
で
は
、

贈
与
品
を
受
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
そ
れ
に
対
し
て
返
礼
品
に
よ
っ
て
お
返
し

で
き
る
、
つ
ま
り
い
わ
ば
そ
れ
を
事
後
的
に
獲
得
で
き
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
い
う

観
念
が
存
在
し
て
い
る
。
東
洋
で
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
売
手
は
買
手
に
客
体
を

〈
贈
与
〉
す
る
が
、
買
手
が
そ
れ
に
応
じ
て
〈
返
礼
〉
し
な
い
場
合
に
は
呪
い
を
か

け
る
と
い
う
よ
う
な
形
で
交
換
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
通
常
の
交
換

に
移
行
す
る
」(
同
右)
。
こ
れ
は
非
常
に
注
目
す
べ
き
指
摘
で
あ
る
。
贈
与
慣
行
の
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中
に
暗
黙
の
義
務
と
し
て
す
で
に
含
意
さ
れ
て
い
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、「
贈
与
の
伝
統
的
な
互
酬
性
」

(
同
右)
の
原
理
が
当
事
者
間
で
基
本
的
な
行
為
規
範
と
し
て
明
示
化
・
公
然
化
さ
れ

る
と
贈
与
は
交
換
に
転
化
す
る
と
述
べ
て
、
交
換
へ
の
贈
与
の
転
換
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
も
触
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
市
場
的
交
換
を
前
提
と
し
な
い
贈
与
過

程
に
お
い
て
す
で
に
市
場
的
交
換
の
前
提
条
件
が
潜
在
的
・
部
分
的
あ
る
い
は
萌
芽

的
に
存
在
し
て
い
て
、
そ
の
顕
在
化
・
全
面
化
と
し
て
交
換
過
程
を
捉
え
る
こ
と
も

ま
た
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
だ
。
ま
た
ジ
ン
メ
ル
は
、
同
じ
先
の
個
所
で
さ
ら
に
、

縁
者
か
ら
助
勢
を
得
た
場
合
、
そ
の
手
当
は
支
払
わ
な
い
も
の
の
、
宴
会
な
ど
で
縁

者
を
も
て
な
す
慣
行
が
広
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
、
扶
助
行
為
（
＝
贈
与
）
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

対
す
る
謝
礼
行
為
（
＝
返
礼
）
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
労
賃
の
交
換
が
生
じ
た
可
能

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

性、を
指
摘
し
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。
賃
労
働
（
労
働
と
労
賃
の
交
換
）
の
起
源
の

一
部
を
贈
与
関
係
に
求
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。 

 

（
２
）
贈
与
婚
と
売
買
婚
。
女
性
の
所
有
移
転
形
式
と
し
て
の
婚
姻
形
態
の
歴
史

的
変
遷
に
関
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
叙
述
に
も
、
特
筆
に
値
す
る
箇
所
が
多
い
。
略
奪
婚

が
和
平
を
通
じ
て
部
外
婚
的
な
平
和
協
定
と
し
て
の
売
買
婚
に
変
容
す
る(PhG: 

89)

と
い
う
記
述
も
そ
の
一
つ
。
も
う
一
つ
は
持
参
金
制
度
の
誕
生
と
衰
微
に
関
す

る
記
述
で
あ
る(GSG5: 88-; PhG: 511-)

。
ジ
ン
メ
ル
は
、
売
買
婚
に
お
い
て
花
嫁

の
あ
る
程
度
の
経
済
的
自
立
を
確
保
す
る
た
め
に
花
婿
側
か
ら
受
け
取
っ
た
花
嫁
代

価
の
一
部
を
花
嫁
に
持
た
せ
た
こ
と
が
発
端
と
な
り
、
そ
れ
が
売
買
婚
の
消
滅
し
た

後
に
も
遺
制
的
に
残
っ
た
の
が
持
参
金
制
度
だ
と
説
明
す
る
。
花
嫁
側
に
対
す
る
花

婿
側
か
ら
の
先
行
贈
与
は
花
嫁
側
に
一
方
的
な
負
債
感
・
義
務
感
を
、
ま
た
花
婿
側

に
一
方
的
な
請
求
権
を
生
み
だ
す
が
、
持
参
金
制
度
が
確
立
す
る
と
夫
婦
間
の
心
理

的
均
衡
と
双
方
の
請
求
権
が
成
立
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
夫
が
受
取
る
持
参
金
に

は
一
定
の
返
礼
義
務
が
含
ま
れ
て
お
り
、「
夫
は
も
は
や
唯
一
の
先
行
給
付
者
で
は
な

く
な
り
、
請
求
権
は
相
手
の
側
に
も
あ
る
」(PhG: 510)

こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
贈

与
に
ま
つ
わ
る
義
務
や
権
利
、
先
行
贈
与
―
返
礼
義
務
に
由
来
す
る
心
理
的
均
衡
や

不
均
衡
、
つ
ま
り
贈
与
に
内
在
す
る
原
理
そ
の
も
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、に
、
ジ
ン
メ
ル
は
持
参
金
制
度

の
生
成
・
発
展
の
動
機
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
し
か
し
、
こ
の

持
参
金
＝
贈
与
慣
行
の
一
般
化
が
市
場
経
済
の
浸
透
と
と
も
に
進
展
す
る
と
い
う
こ

と
を
も
ジ
ン
メ
ル
が
同
時
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
だ
。
つ
ま
り
貨
幣
経
済
の
普
及
→

自
給
自
足
的
な
家
内
経
済
の
衰
退
→
家
事
と
市
場
生
産
の
分
離
→
性
分
業
の
強
化
→

男
へ
の
女
の
経
済
的
依
存
の
拡
大
と
い
う
連
関
に
よ
り
、
女
が
男
の
被
扶
養
者
＝
受

贈
者
＝
〝
負
担
〟
と
化
し
て
い
く
事
態
と
関
連
し
て
い
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
売

買
婚
制
度
の
消
滅
後
の
持
参
金
と
は
、
扶
養
と
い
う
娘
へ
の
贈
与
に
対
す
る
花
嫁
側

の
親
か
ら
の
い
わ
ば
〈
先
取
り
さ
れ
た
金
銭
贈
与
〉、〈
事
前
の
返
礼
〉
で
あ
り
、
扶

養
＝
一
方
的
贈
与
に
由
来
す
る
夫
婦
間
の
著
し
い
非
対
称
性
を
緩
和
し
、
妻
の
地
位

を
確
保
す
る
意
味
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
ま
た
、
こ
の
制
度
は
夫
婦
間

の
非
対
称
性
が
縮
小
す
る
に
つ
れ
て
衰
微
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で

強
調
し
た
い
の
は
、
ジ
ン
メ
ル
が
売
買
婚
、
つ
ま
り
貨
幣
を
介
し
た
所
有
移
転
の
変

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

遷
の
中
に
も
贈
与
関
係
の
関
与
や
変
容
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、と
見
な
し
て
い
る
こ

と
、
し
か
し
ま
た
市
場
的
交
換
の
浸
透

、
、
、
、
、
、
、
、に
婚
姻
に
お
け
る
贈
与
交
換
の
発
展
の
一
因

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
見
い
だ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
、
婚
姻
制
度
の
歴
史
的
変

化
に
は
、
あ
く
ま
で
も
贈
与
と
交
換
の
要
因
が
複
雑
多
様
に
絡
み
あ
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
ジ
ン
メ
ル
は
、
贈
与
婚
が
、
花
嫁
を
金
銭
で
購
入
す
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る
売
買
婚
に
比
べ
て
高
次
の
婚
姻
形
態
と
見
な
さ
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
に
は
売
買
婚

よ
り
古
く
て
未
開
で
あ
る
と
指
摘
す
る
と
同
時
に
、
同
じ
自
然
民
族
に
お
い
て
も
両

方
の
婚
姻
形
態
が
併
存
す
る
事
例
が
稀
で
は
な
く
、
女
性
の
処
遇
に
関
し
て
両
者
の

間
に
懸
隔
は
な
い
こ
と
に
注
意
を
向
け
て
い
る
点
も
重
要
で
あ
る(

同
右)

。
贈
与
と

交
換
に
つ
い
て
近
代
的
な
市
場
交
換
を
前
提
に
し
た
観
念
か
ら
安
易
に
価
値
判
断
を

加
え
た
り
、
単
線
的
で
一
方
向
的
な
発
展
図
式
に
基
づ
い
て
説
明
し
た
り
す
る
こ
と

に
対
す
る
、
ジ
ン
メ
ル
の
批
判
的
ス
タ
ン
ス
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
般
に
は

認
識
は
薄
い
が
、
と
く
に
若
き
ジ
ン
メ
ル
は
〝
民
族
学
者
〟
と
し
て
の
顔
も
併
せ
持

っ
て
い
た
が
、
そ
の
知
見
が
こ
う
し
た
文
脈
で
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。 

 

（
３
）
贖
罪
・
賠
償
。
ジ
ン
メ
ル
は
、「
人
間
の
分
化
＝
差
異
化
の
進
展
と
貨
幣

の
無
差
別
性
の
進
展
」(PhG: 498)

が
重
な
る
こ
と
で
、
貨
幣
は
殺
人
な
ど
の
重
罪

に
対
す
る
贖
罪
手
段
と
し
て
は
不
適
格
に
な
っ
て
い
く
と
述
べ
、
そ
の
早
期
の
歴
史

事
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
る(PhG: 498-)

。
①
古
代
ユ
ダ
ヤ
人
に
お
い
て
は
、
女

性
と
賠
償
と
に
関
す
る
支
払
手
段
と
し
て
は
貨
幣
が
使
用
さ
れ
た
が
、
会
堂
へ
の
献

納
は
つ
ね
に
現
物
で
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
②
中
世
職
人
同
盟
に
お
け
る
処
罰

に
は
、
信
者
会
で
は
蝋
、
世
俗
会
で
は
た
い
て
い
貨
幣
が
用
い
ら
れ
た
。
古
代
イ
ス

ラ
エ
ル
で
は
、
家
畜
泥
棒
に
は
倍
返
し
の
現
物
弁
償
が
求
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
金

銭
払
い
な
ら
四
～
五
倍
の
代
価
が
必
要
だ
っ
た
。
③
チ
ェ
コ
で
は
、
紀
元
初
頭
に
は

支
払
手
段
で
あ
っ
た
家
畜
が
そ
の
後
も
長
き
に
わ
た
り
殺
人
賠
償
へ
の
呼
称
と
し
て

使
わ
れ
た
。
④
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
間
で
は
、
貝
貨
が
流
通
か
ら

駆
逐
さ
れ
て
か
ら
も
、
来
世
の
た
め
の
死
者
へ
の
贈
物
と
し
て
そ
の
墓
に
一
緒
に
埋

め
ら
れ
て
い
た
。 

 

ジ
ン
メ
ル
が
こ
う
し
た
事
例
を
通
じ
て
直
接
述
べ
た
い
こ
と
は
、
賠
償
・
支
払
が

宗
教
的
色
彩
を
帯
び
て
い
る
た
め
流
通
貨
幣
が
す
で
に
こ
の
段
階
で
こ
の
よ
う
な
用

途
の
厳
粛
さ
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
の
事

例
は
、
贈
与
と
交
換
の
区
別
・
関
係
に
関
す
る
彼
の
深
い
認
識
を
間
接
的
に
示
し
て

い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
事
例
①
は
、
所
有
移
転
は
宗
教
的
儀
礼
の
場
合
に
は

贈
与
の
性
格
を
保
持

、
、
、
、
、
、
、
、し
つ
づ
け
る
が
、
俗
事
で
は
贈
与
の
色
合
を
薄
め
て
貨
幣
的
交

、
、
、
、

換
へ
と
接
近

、
、
、
、
、す
る
歴
史
的
傾
向
の
一
例
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
事
例
②
で
は
、

倫
理
的
賠
償
・
清
算
の
手
段
に
お
い
て
現
物
贈
与
と
金
銭
贈
与
と
が
厳
格
に
区

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、別
さ

れ
、
両
者
の
間
で
は
そ
の
意
味
や
価
値
や
用
途
に
関
し
て
は
っ
き
り
と
し
た
違
い
が

あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
③
の
場
合
は
、
旧
来
の
支
払
い
手
段
（
家
畜
）

の
呼
称
を
保
持
す
る
こ
と
で
金
銭
賠
償
が
贈
与
の
外
観
を
装
う

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、と
い
う
歴
史
事
例
で

あ
る
。
④
で
は
、
か
つ
て
の
流
通
貨
幣
が
死
者
へ
の
贈
与
物
に
転
化
し
た
と
い
う
事

例
が
、
交
換
・
流
通
過
程
の
一
定
の
発
達
の
産
物
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、（
宗
教
的
・
呪
術
的
目
的
の
）

贈
与
過
程
の
媒
体
に
転
用
さ
れ
う
る
と
い
う
可
能
性

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
叙
述
か
ら
も
、
ジ
ン
メ
ル
が
贈
与
と
交
換
、
お
よ
び
そ
の
媒
体
の

形
式
・
性
質
に
つ
い
て
か
な
り
分
節
化
・
差
異
化
し
な
が
ら
考
察
し
、
そ
の
歴
史
的

な
継
起
関
係
お
よ
び
同
時
的
な
相
互
関
係
に
つ
い
て
も
い
く
つ
も
の
可
能
性
を
想
定

し
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

（
４
）
近
現
代
の
市
場
交
換
に
お
け
る
贈
与
の
補
填
・
補
完
機
能
。
ジ
ン
メ
ル

は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
近
代
に
お
け
る
市
場
交
換
の
浸
透
に
よ
っ
て
、
贈
与

慣
行
、
と
り
わ
け
経
済
シ
ス
テ
ム
全
体
を
担
う
主
軸
的
な
社
会
・
経
済
原
理
の
一
つ

を
な
す
よ
う
な
贈
与
形
式
は
基
本
的
に
駆
逐
さ
れ
て
い
く
と
想
定
す
る
。
し
か
し
、
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そ
の
一
方
で
、
歴
史
貫
通
的
な
基
底
的
要
因
と
し
て
の
贈
与
関
係

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、は
こ
の
市
場
経
済

化
の
過
程
で
も
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
市
場
交
換
過
程
の
不
可
欠
な
補
填
・
補

完
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
ず
、
高
度
に
精
神
的
・
人
格
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
売
買
さ
れ
る
場
合
、
売
手
は
取

決
め
通
り
の
金
銭
対
価
以
外
に
も
、
さ
ら
に
個
人
的
・
人
格
的
な
是
認
・
賞
賛
な
ど

の
返
礼
を
要
求
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
、
ジ
ン
メ
ル
は
注
意
を
向
け
る(PhG: 

556-, Cf. ibid. 459-

、
早
川2003

参
照)

。
そ
れ
は
、
音
楽
家
が
演
奏
後
に
観
客

の
拍
手
喝
さ
い
を
、
大
臣
な
ら
君
主
と
国
民
の
謝
意
を
、
教
師
や
聖
職
者
は
畏
敬
と

心
服
を
、
さ
ら
に
ま
と
も
な
商
人
な
ら
顧
客
の
満
足
を
も
ま
た
求
め
る
よ
う
な
場
合

で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
こ
の
よ
う
な
現
象
を
、
一
般
的
・
即
事
的
・
客
観
的
な
貨
幣

等
価
物
で
は
表
現
・
代
償
し
尽
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
、サ
ー
ビ
ス
商
品
の
個
別
的
・

人
格
的
・
主
観
的
な
価
値
が
贈
与
と
い
う
心
理
的
・
人
格
的
回
路
を
経
る
こ
と
で
補

填
さ
れ
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
の
だ
。
こ
の
種
の
交
換
関

係
で
は
〝
等
価
交
換
〟
は
貨
幣
的
交
換
だ
け
で
は
十
全
に
成
立
せ
ず
、
贈
与
交
換
に

よ
る
補
助
を
必
要
と
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
一
般
化
す
れ
ば
、
貨
幣

的
交
換
に
お
い
て
供
与
価
値
と
そ
の
対
価
と
の
均
衡
が
原
理
的
に
成
立
し
な
い
、
つ

ま
り
対
価
が
給
付
を
原
理
的
に

、
、
、
、充
当
し
き
れ
な
い
場
合
、
そ
の
欠
損
分
は
贈
与
行
為

で
補
填
さ
れ
る
と
ジ
ン
メ
ル
が
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ジ
ン
メ
ル

に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
場
合
で
も
、
巨
額
の
対
価
が
投
入
さ
れ
る
な
ら
ば
〝
不
等
価

交
換
〟
の
状
態
は
解
消
さ
れ
る
の
で
あ
り
（
貨
幣
の
高
額
効
果
）、
そ
の
意
味
で
は
、

貨
幣
的
交
換
も
逆
に
ま
た
贈
与
交
換
を
代
替
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。 

 

次
に
検
討
す
る
の
は
、『
社
会
学
』
第
七
章
「
貧
困
者
」
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の

論
考
を
、
財
の
再
配
分
装
置
と
し
て
の
贈
与
の
近
現
代
的
形
態

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、、
国
家
的
福
祉
制
度

、
、
、
、
、
、
、

と
し
て
公
的
に
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
贈
与
形
態

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、に
関
す
る
、
あ
る
い
は
ま
た
い
わ
ば

マ
ク
ロ
贈
与
論

、
、
、
、
、
、と
し
て
の
先
駆
的
業
績
と
し
て
評
価
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
ジ
ン
メ

ル
に
と
っ
て
は
ど
の
よ
う
な
〈
喜
捨
〉
や
〈
善
行
〉
も
一
方
向
的
な
作
用
な
の
で
は

な
く
、
や
は
り
ひ
と
つ
の
相
互
作
用
で
あ
る
。「
…
…
原
理
的
に
見
て
、
受
取
る
者
も

ま
た
与
え
る
者
で
あ
り
、
受
け
手
か
ら
施
し
手
に
作
用
光
線
が
照
り
返
し
、
こ
れ
が

贈
与
を
相
互
作
用
に
、
つ
ま
り
社
会
学
的
な
事
象
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
」(Soz: 

523)

と
ジ
ン
メ
ル
も
確
認
し
て
い
る（7 ）

。 

 

問
題
は
近
代
の
貧
困
者
救
済
だ
が
、
こ
の
場
合
で
も
、
贈
り
手
と
受
け
手
と
の
間

に
直
接
的
・
個
人
的
な
相
互
作
用
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、
納
税
・
寄
付
に
よ
り
公

的
機
関
に
集
中
さ
れ
た
財
が
窮
乏
者
に
対
し
て
公
的
扶
助
＝
贈
与
の
形
で
再
配
分
さ

れ
る
こ
と
に
対
し
、
窮
乏
者
＝
受
贈
者
の
側
は
社
会
秩
序
の
容
認
・
遵
守
に
よ
っ
て

返
礼
し
、贈
与
者
の
側
は
社
会
秩
序
の
保
証
と
い
う
反
対
贈
与
を
受
取
る
の
で
あ
り
、

そ
の
限
り
で
は
、
貧
困
者
扶
助
も
一
種
の
社
会
的
相
互
作
用
で
あ
る
と
ジ
ン
メ
ル
は

判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。ジ
ン
メ
ル
の
主
張
内
容
の
重
要
点
を
列
挙
し
て
み
る
と
、

一
つ
は
納
税
・
寄
付
と
い
う
制
度
化
さ
れ
た
贈
与
行
為
に
対
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
か

ら
の
贈
与
者
へ
の
返
礼
は
秩
序
保
証
で
あ
る
と
ジ
ン
メ
ル
が
考
え
て
い
る
点
で
あ
る
。

市
場
的
交
換
に
は
、
経
済
・
社
会
格
差
の
不
断
の
拡
大
再
生
産
に
よ
っ
て
社
会
的
矛

盾
・
軋
轢
を
不
断
に
帰
結
す
る
傾
向
が
内
在
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
不
安
定
化
要

因
に
対
す
る
対
応
措
置
が
組
織
化
さ
れ
た
贈
与
シ
ス
テ
ム
の
中
心
機
能
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
場
合
、
市
場
的
交
換
に
不
可
避
的
に
付
随
す
る
否
定
的
帰
結
を
緩
和
す

る
こ
と
で
相
対
的
に
安
定
し
た
交
換
過
程
の
持
続
的
実
現
を
保
証
す
る
た
め
に
不
可
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欠
な
機
構
、
市
場
的
交
換
に
必
須
の
補
強
装
置
と
し
て
贈
与
シ
ス
テ
ム
が
考
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
公
的
な
社
会
福
祉
制
度
と
は
あ
る
種
の
〝
合
理
化
さ
れ
た
ポ
ト

ラ
ッ
チ
〟
な
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
、
近
代
的
な
貧
困
者
扶
助

制
度
は
、
喜
捨
・
善
行
な
ど
と
い
っ
た
個
人
間
の
個
別
的
・
直
接
的
・
人
格
的
な
贈

与
行
為
が
、
個
々
の
行
為
・
関
係
を
超
越
す
る
客
観
的
で
第
三
者
的
な
公
的
シ
ス
テ

ム
に
転
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
、
直
接
的
な
相
互
作
用
が
一
定
規
模
で

重
合
す
る
と
間
接
的
で
媒
介
さ
れ
た
相
互
作
用
に
転
化
す
る
と
い
う
、
相
互
作
用
に

関
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
一
般
図
式
と
対
応
す
る
も
の
だ
が
、
公
的
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

は
贈
与
と
い
う
相
互
行
為
・
関
係
が
強
制
力
を
具
え
た
特
別
の
中
央
機
関
に
媒
介
さ

れ
て
組
織
化
・
間
接
化
・
脱
人
格
化
、
あ
る
い
は
客
観
化
・
機
能
化
さ
れ
て
い
く
と

見
な
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
見
解
で
は
、
贈
与
も
一
定
規
模
で

、
、
、
、
、

反
復
・
蓄
積
さ
れ
て
シ
ス
テ
ム
化
す
る
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、、
脱
人
格
化
・
脱
主
観
化
は
不
可
避

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、な
の

で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
贈
与
に
も
直
接
的
・
個
別
的
・
人
格
的
な
性
質
を
呈
す
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

タ
イ
プ
、
、
、と
間
接
的
・
集
合
的
・
客
観
的
な
性
質
を
呈
す
る
タ
イ
プ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、が
あ
る
と
ジ
ン
メ

ル
は
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

第
三
に
、
富
の
再
配
分
問
題
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
ジ
ン
メ
ル
が
さ
ら

に
二
つ
の
贈
与
タ
イ
プ
を
区
別
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。す
な
わ
ち
ジ
ン
メ
ル
は
、

「
贈
与
行
為
の
本
来
の
意
味
と
目
的

、
、
、
、
、
、
、
、が
、
⒜
贈
与
よ
っ
て
得
ら
れ
る
最
終
状
態

、
、
、
、に
あ

る
の
か
、
つ
ま
り
受
贈
者
が
ま
さ
に
特
定
の
価
値
客
体
を
手
に
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
⒝
行
為
そ
の
も
の

、
、
、
、
、
、に
あ
る
の
か
、
つ
ま
り
贈
与
者
の

気
持
ち
や
、
捧
げ
ら
れ
る
べ
き
愛
や
、
贈
与
に
お
い
て
大
な
り
小
な
り
随
意
に
溢
れ

出
る
自
我
の
拡
張
の
表
現
と
し
て
の
贈
与
行
為
に
な
る
の
か
」(GSG8: 371; Soz: 
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、
⒜
⒝
の
挿
入
池
田)

に
よ
っ
て
、
贈
与
を
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
。
そ
の

意
味
と
目
的
が
⒜
所
有
移
転
＝
有
用
財
の
再
配
分
の
功
利
的
効
果
に
あ
る
贈
与
タ
イ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

プ、と
、
⒝
内
面
性
・
情
義
性
の
表
現
と
し
て
の
贈
与
過
程
そ
れ
自
体
に
あ
る
贈
与
タ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

イ
プ、、を
峻
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ジ
ン
メ
ル
は
、
贈
与
過
程
自
体
が
最
終
目

的
の
贈
与
型
⒝
で
は
贈
与
当
事
者
間
の
貧
富
差
は
問
題
に
な
ら
な
い
が
、
貧
し
い
者

へ
の
贈
物
は
贈
与
結
果
に
強
意
が
置
か
れ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
⒜
の
贈
与
と
な
る
と
も
述

べ
、
さ
ら
に
「
贈
与
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
こ
の
両
端
の
間
に
、
無
数
の
混
合
の
度
合
い
が

あ
る
」(

同
右)

こ
と
に
注
意
を
向
け
る
。
つ
ま
り
、
実
際
の
個
々
の
贈
与
過
程
は
こ

の
二
つ
の
贈
与
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
混
淆
を
呈
し
、
そ
の
混
合
比
率
に
応
じ
て
両
端
の
間

の
ス
カ
ラ
ー
の
何
処
か
に
配
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
同
じ
贈
与

関
係
の
中
に
も
、
人
格
的
・
情
義
的
な
内
面
関
係
の
形
成
・
維
持
を
主
眼
と
す
る
タ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

イ
プ、、の
も
の
あ
れ
ば
、
功
利
的
価
値
の
移
転
・
再
分
配
と
い
う
即
物
的
で
脱
人
格
化

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

さ
れ
た
性
格
を
強
く
帯
び
る
タ
イ
プ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、の
も
の
、
あ
る
い
は
（
お
そ
ら
く
大
半
を
占
め

る
で
あ
ろ
う
）
両
面
的
・
両
義
的
な
色
合
い
の
も
の
な
ど
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
要
す
る
に
、
ジ
ン
メ
ル
の
贈
与
観
で
は
、
経
済
的
交
換
と
同
様
、
贈
与
交
換
に

も
多
様
な
歴
史
的
形
態
と
多
様
な
種
類
・
類
型
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ま
た
様
々

な
側
面
・
要
素
を
内
蔵
す
る
の
で
あ
り
、
具
体
的
・
個
別
的
な
文
脈
で
様
々
な
特
性
・

意
味
・
機
能
を
帯
び
て
い
る
の
だ
。 

 

 
さ
ら
に
、
こ
の
問
題
が
ま
た
、
何
を
ど
れ
だ
け
贈
る
べ
き
か
と
い
う
贈
与
内
容
の

適
正
規
準
は
当
事
者
間
の
社
会
的
・
人
格
的
な
距
離
に
依
存
し
て
相
対
的
に
決
ま
る

と
い
う
、
贈
与
に
顕
著
な
社
会
的
枠
組
へ
の
依
存
傾
向

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、と
も
絡
ん
で
い
る
こ
と
に
も

注
意
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
右
に
触
れ
た
贈
与
型
⒝
が
優
勢
に
な
る
ほ
ど
、
窮
乏
品
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を
贈
与
の
形
式
で
貧
困
者
に
援
助
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
て
く
る
が
、
ジ
ン
メ

ル
は
「
そ
れ
は
人
格
間
の
他
の
社
会
学
的
［
＝
相
互
的
］
関
係
が
贈
与
関
係
と
両
立

し
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
非
常
に
大
き
な
社
会
的
隔
た
り
の

あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
個
人
的
に
非
常
に
親
密
で
あ
る
場
合
に
は
ほ
と
ん
ど
い
つ
で

も
贈
物
が
で
き
る
。し
か
し
社
会
的
距
離
が
減
じ
、個
人
的
な
距
離
が
増
す
に
つ
れ
、

こ
れ
は
難
し
く
な
っ
て
く
る
の
が
通
常
で
あ
る
」(

同
右)

と
一
般
化
し
て
い
る
。〈
当

事
者
の
社
会
的
距
離
と
贈
与
関
係
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
一
般
的
定
式
〉
と
呼
べ
る

で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
ジ
ン
メ
ル
は
贈
与
行
為
を
、
⒜
格
差
・
上
下
関
係
に
対
応

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

す
る
垂
直
贈
与

、
、
、
、
、
、と
⒝
親
密
関
係
に
対
応
す
る
水
平
贈
与

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、の
二
類
型
に
区
分
し
て
い
る

と
解
釈
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

最
後
に
簡
単
に
で
も
ぜ
ひ
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
現
物
贈
与
と
金
銭
贈
与
な
い

し
売
買
の
関
係
に
つ
い
て
の
ジ
ン
メ
ル
の
考
察
で
あ
る
。
現
物
贈
与
か
ら
金
銭
贈
与

へ
の
移
行
の
歴
史
的
条
件
で
あ
る
貨
幣
経
済
の
発
展
、
さ
ら
に
こ
の
移
行
に
付
随
す

る
対
人
・
対
物
関
係
の
変
容
に
つ
い
て
の
考
察
は
割
愛
し
、「
意
識
一
般
は
、
貨
幣
に

関
わ
る
刺
激
を
受
け
て
は
じ
め
て
特
殊
経
済
的
な
意
識
と
し
て
反
応
す
る
」
と
い
う

―
―
ヘ
ル
バ
ル
ト
心
理
学
の
経
済
哲
学
的
転
用
と
呼
べ
る
―
―
「
経
済
的
識
閾
」

(PhG: 354)

の
着
想
に
焦
点
を
絞
る
。
贈
与
行
為
に
お
い
て
は
、
そ
の
経
済
的
性
格

、
、
、
、
、

が
意
識
の
端
に
上
る
識
閾

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、と
い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
の
識
閾
は
贈
物
の
貨
幣
形
式
と

一
致
す
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
主
張
す
る
。
別
言
す
れ
ば
、
金
銭
贈
与
は
容
易
に
経
済
的

識
閾
を
超
え
て
し
ま
い
、
経
済
的
交
換
と
し
て
意
識
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
贈
与
が
限
り
な
く
即
物
的
・
功
利
的
な
色
合
い
を
強
め
て

も
、
こ
の
識
閾
を
超
え
な
い
限
り
、
経
済
的
交
換
と
は
意
識
さ
れ
ず
に
済
む
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
経
済
的
識
閾
を
超
え
る
か
超
え
な
い
か
の
違
い
が
、
例
え
ば
「
現
物

の
贈
物
は
現
物
で
真
に
お
返
し
で
き
る
が
、
金
銭
の
贈
物
は
す
ぐ
後
で
あ
っ
て
も
も

は
や
〈
同
じ
贈
物
〉
と
し
て
で
は
な
く
、
単
に
同
じ
価
値
の
も
の
と
し
て
し
か
返
却

し
え
な
い
と
い
う
感
覚
」(PhG: 449

傍
点
ジ
ン
メ
ル)

を
説
明
す
る
と
い
う
の
だ
。

そ
の
た
め
、
一
面
で
は
、
自
ら
の
持
物
を
贈
る
の
は
し
み
っ
た
れ
て
お
り
、
贈
物
に

金
を
は
た
い
て
は
じ
め
て
ま
と
も
な
贈
物
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
、「
贈
与
者
が
受
贈

者
の
た
め
に
犠
牲
を
払
っ
た
と
い
う
意
識
が
受
贈
者
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
犠

牲
が
貨
幣
形
式
で
支
払
わ
れ
よ
う
に
な
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
」(PhG: 354-)

と
も
い

え
る
が
、
他
面
で
は
、
金
銭
贈
与
は
そ
の
実
質
が
扶
助
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
が
白
日

化
し
て
し
ま
い
、
受
取
る
者
の
体
面
や
自
尊
を
ひ
ど
く
傷
つ
け
る
こ
と
に
も
な
る
。

こ
の
場
合
に
は
、「
そ
の
贈
物
が
経
済
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
感
じ
を
与
え
て
は
な

ら
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
そ
の
経
済
的
な
性
格
を
背
後
に
押
し
や
る
こ

と
が
格
別
の
思
い
や
り
と
な
る
こ
と
」(PhG: 355)

が
〈
贈
与
の
作
法
〉
と
な
る
と

ジ
ン
メ
ル
は
付
け
加
え
る
。
贈
与
タ
イ
プ
の
問
題
に
関
連
づ
け
て
い
え
ば
、
同
じ
贈

与
の
中
に
も
、
⒜
経
済
的
識
閾
を
超
え
て
経
済
的
交
換
に
限
り
無
く
接
近

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、し
て
い
く

（
よ
っ
て
一
定
の
贈
与
作
法
を
通
じ
て
経
済
色
を
薄
め
る
必
要
の
あ
る
）タ
イ
プ
と
、

⒝
識
閾
下
に
あ
っ
て
経
済
的
性
格
の
臭
い
を
漂
わ
せ
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、タ
イ
プ
と
を
、
ジ
ン
メ
ル

が
事
実
上
、
区
別
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
現
物
同
士
の
贈
与
交
換
で
も
、

そ
れ
が
精
神
的
・
内
面
的
な
発
露
で
あ
り
、
か
つ
互
い
に
極
端
に
異
質
で
あ
る
場
合

に
は
逆
説
的
に
も
売
買
を
彷
彿
と
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題(GSG8: 311; Soz: 

665)

、
あ
る
い
は
売
買
婚(PhG: 504-)

、
財
産
婚(PhG: 520-)

、
買
収(PhG: 526-, 

529-)

な
ど
の
よ
う
な
贈
与
交
換
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
実
質
的
な
売
買

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、（
金
銭
取
引
）
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の
問
題
、
換
言
す
れ
ば
売
買
の
実
体
を
粉
飾
す
る
こ
と
で
そ
の
否
定
的
効
果
を
軽
減

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

す
る
贈
与
機
能

、
、
、
、
、
、の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
う
し
た
問
題
に
関
し
て
で

も
、
ジ
ン
メ
ル
が
贈
与
交
換
と
経
済
的
交
換
と
の
関
係
が
歴
史
的
に
も
同
時
的
に
も

微
妙
で
複
雑
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
に
は
、
あ
ら
た
め
て
注
意
を
促
し
て
お

き
た
い
。 

 

さ
い
ご
に 

  

十
九
世
後
半
、
古
典
主
義
の
生
産
＝
労
働
中
心
主
義
か
ら
新
古
典
主
義
の
消
費
・

市
場
主
義
へ
の
、
客
観
的
価
値
論
か
ら
主
観
的
価
値
論
へ
の
移
行
と
い
う
大
き
な
理

論
的
転
換
が
起
き
る
。
こ
の
趨
勢
を
踏
ま
え
て
独
自
の
相
対
主
義
的
な
ス
タ
ン
ス
を

示
し
た
の
が
ジ
ン
メ
ル
の
貨
幣
哲
学
で
あ
る
。 

 

交
換
関
係
の
相
互
性
構
造
を
前
面
に
打
ち
出
す
こ
と
に
よ
り
一
定
の
客
観
性
の
担

保
と
主
観
主
義
へ
の
一
方
的
な
傾
斜
の
回
避
を
図
り
つ
つ
も
、
ジ
ン
メ
ル
は
脱
生
産

中
心
主
義
的
・
主
観
主
義
的
な
転
換
の
動
き
に
強
く
共
鳴
し
て
い
る
。
交
換
中
心
主

義
へ
の
ジ
ン
メ
ル
の
傾
斜
は
、「
人
間
は
交
換
す
る
動
物
で
あ
る
」（PhG: 385
）
と

い
う
彼
の
人
間
学
的
定
義

（8 ）に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
例
え
ば
交

換
過
程
そ
の
も
の
に
、
経
済
的
価
値
を
創
出
し
た
り
（PhG: 55-

）、
一
定
の
効
用
価

値
や
意
味
価
値
を
最
大
化
し
た
り
（PhG: 385-

）
す
る
〝
生
産
力
〟
を
認
め
る
よ
う

と
す
る
試
み
や
、
労
働
過
程
を
も
交
換
過
程
と
し
て
解
釈
す
る
試
み
（PhG: 61

（9 ）

-

）

に
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
他
方
で
、
贈
与
の
問
題
や
、
贈
与
と
交
換
の
関
係
の
問
題
を
テ
ー

マ
に
据
え
る
こ
と
で
、
ジ
ン
メ
ル
は
自
ら
の
市
場
主
義
・
交
換
中
心
主
義
を
相

対
化
し
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ジ
ン
メ
ル
の
経
済
哲

学
や
贈
与
社
会
学
は
、
贈
与
と
は
何
か
、
交
換
と
は
何
か
、
両
者
の
関
係
は
い

か
な
る
も
の
か
と
い
っ
た
、
社
会
・
経
済
思
想
の
根
本
的
な
問
い
を
わ
れ
わ
れ

に
突
き
つ
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
贈
与
と
交
換
の
一
般
理
論

、
、
、
、は
い
ま
だ

未
確
立
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
そ
の
確
立
に
向
け
た
取
組
に
お
い
て
ジ
ン
メ
ル

の
贈
与
論
・
交
換
論
は
魅
力
的
で
豊
潤
な
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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註 （
１
）
ジ
ン
メ
ル
の
贈
与
論
・
交
換
論
に
関
す
る
論
及
の
多
く
が
『
貨
幣
の
哲
学
』
か
『
社
会

学
』
の
い
ず
れ
か
に
、
ま
た
後
者
の
場
合
に
は
第
八
章
付
論
「
忠
実
と
感
謝
」
に
限
定
さ

れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
貨
幣
の
哲
学
』
全
般
、『
宗
教
論
』

(GSG10: 39-)
、『
社
会
学
』の
第
七
章「
貧
困
者
」・
第
八
章
付
論
と
そ
の
原
論(GSG8: 24-, 

308-)

に
も
目
配
り
し
た
い
。
た
だ
し
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
『
貨
幣
の
哲
学
』
と
『
社
会

学
』
の
異
同
・
変
容
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。 

（
２
）
ジ
ン
メ
ル
自
身
の
自
覚
の
有
無
は
別
と
し
て
、
こ
れ
は
少
な
く
と
も
事
実
上
、
シ
ェ
リ

ン
グ
『
超
越
論
的
観
念
論
の
体
系
』（
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
論
文
も
参
照
）
の
因

果
性
と
相
互
作
用
の
概
念
の
社
会
論
的
応
用
で
あ
る
。 

（
３
）
こ
の
段
落
は
『
社
会
学
』
で
新
た
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
。
第
七
章
「
貧
困
者
」（
一
九
〇

八
年
）
と
そ
の
原
論
「
貧
困
の
社
会
学
」（
一
九
〇
六
年
二
月
）
と
の
間
に
「
感
謝
論
」（
一

九
〇
七
年
一
〇
月
）
の
発
表
が
あ
る
が
、
こ
の
論
考
が
挿
入
箇
所
の
叙
述
へ
の
ヒ
ン
ト
を

与
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
貧
困
論
と
感
謝
論
と
を
贈
与
視
点
か
ら
統
一
的
に
読
む
可
能

性
と
必
要
性
を
示
唆
す
る
事
情
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

（
４
）ジ
ン
メ
ル
に
お
け
る
所
有
と
自
由
・
支
配
・
個
性
の
関
係
に
つ
い
て
は
立
ち
入
ら
な
い
。

ジ
ン
メ
ル
の
所
有
概
念
の
思
想
的
淵
源
（
例
え
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
『
法
哲
学
』、
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ

ー
『
唯
一
者
と
そ
の
所
有
』
！
）
に
つ
い
て
も
割
愛
。
ま
た
、
こ
の
所
有
概
念
は
、
所
有

主
体
と
所
有
対
象
、
存
在
と
所
有
の
動
的
な
一
体
性
・
全
一
性
を
謳
う
と
は
い
え
、
―
―

と
り
わ
け
そ
の
第
三
の
視
点
に
お
い
て
―
―
自
己
や
人
格
や
自
由
の
概
念
、あ
る
い
は〈
自

己
の
対
象
化
・
外
化
を
介
し
た
自
己
確
証
・
発
展
〉
の
観
念
な
ど
と
結
び
つ
い
て
お
り
、

近
代
的
意
識
が
濃
厚
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
方
で
は
近
代
的
人
格
・
自
由
を
い
ま
だ

知
ら
ぬ
歴
史
段
階
の
贈
与
慣
行
の
分
析
、
他
方
で
貨
幣
経
済
の
浸
潤
と
と
も
に
根
本
的
に

変
容
す
る
所
有
の
あ
り
方
の
分
析
に
対
し
て
、
こ
の
所
有
概
念
が
ど
こ
ま
で
有
効
で
あ
る

か
は
議
論
の
余
地
が
残
る
と
こ
ろ
だ
。
な
お
、
筆
者
は
す
で
に
（
別
の
問
題
脈
絡
に
お
い

て
で
は
あ
る
が
）
存
在
と
所
有
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
池
田1987, 1995

）。

ま
たEigentum

、Besitz

、Haben

は
文
意
の
単
純
化
の
た
め
に
あ
え
て
、
、
、一
律
に「
所
有
」

ま
た
は
「
所
有
物
」
と
訳
す
。 

（
５
）
贈
与
交
換
と
市
場
的
交
換
（
さ
ら
に
は
略
奪
・
強
奪
）
の
多
様
で
錯
綜
し
た
相
互
関
係

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
つ
い
て
は
ア
リ
エ
リ
ー 2013: 121-

、
熊
野2003

、
桜
井2002, 2011

、
セ
ガ
ー

ル2016: 103-

、
ボ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ1974

、
モ
ー
ス2014

、
若
森2014

、Graeber 

2011

、H
aesler 2000

等
参
照
。
こ
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
６
）
こ
の
場
合
で
も
、
流
通
貨
幣
の
生
成
根
拠
を
い
わ
ゆ
る
〈
欲
望
の
二
重
の
一
致
〉
の
困

難
に
求
め
な
い
の
が
ジ
ン
メ
ル
貨
幣
論
の
特
徴
で
あ
る
（
池
田2016

）。
こ
れ
に
関
連
し

て
特
記
す
べ
き
は
、
ジ
ン
メ
ル
が
物
々
交
換
か
ら
貨
幣
的
交
換
へ
の
移
行
の
必
然
性
を
、

経
済
的
交
換
に
本
質
的
な
〈
双
務
双
利
の
公
平
原
理
〉
が
物
々
交
換
で
は
ま
だ
不
完
全
で

あ
る
こ
と
に
求
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
物
々
交
換
で
は
、
積
極
的
動
機
を
持
つ
の
は
一
方

の
当
事
者
だ
け
で
あ
り
、
他
方
は
強
制
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
高
い
代
価
と
引
換
に
し
か

交
換
に
応
じ
な
い
の
が
通
常
で
あ
り
、
貨
幣
を
介
し
た
交
換
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
負
担

と
利
益
に
関
す
る
こ
の
非
対
称
性
は
解
消
さ
れ
公
平
な
等
価
交
換
が
成
立
す
る
か
ら
だ
と

い
う
の
で
あ
る
（PhG: 388

）。
要
す
る
に
ジ
ン
メ
ル
は
、
貨
幣
的
交
換
へ
の
移
行
の
必

然
性
を
所
有
移
転
形
式
の
客
観
化
・
公
平
化
へ
の
傾
向
に
沿
っ
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。 
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（
７
）
喜
捨
の
起
点
が
受
贈
者
の
権
利
か
ら
贈
与
者
の
義
務
に
移
る
に
つ
れ
て
、
施
し
を
受
け

る
個
人
自
体
の
利
益
は
二
次
的
と
な
り
、
贈
与
の
主
要
動
機
が
（
魂
の
救
済
や
秩
序
の
安

定
な
ど
）
施
し
を
与
え
る
側
に
と
っ
て
の
意
義
や
目
的
へ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、、
つ
ま
り
利
他
主
義
か
ら
利
己

、
、
、
、
、
、
、
、

主
義
へ
と
変
容

、
、
、
、
、
、し
て
い
く
と
い
う
重
要
な
指
摘(Soz: 515-)

に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
ジ
ン

メ
ル
は
所
有
移
転
形
式
の
文
脈
で
は
贈
与
を
利
他
主
義
的
な
形
式
と
呼
ん
で
い
る
が
、
右

の
指
摘
は
、
事
柄
が
そ
う
単
純
で
は
な
い
と
彼
自
身
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
利
他
主
義
と
利
己
主
義
は
具
体
的
な
脈
絡
に
よ
り
混
濁
・
反
転
し
合
い
、
截
然
と
識

別
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
彼
自
身
の
認
識(GSG1: 197; 3: 92-)

か
ら
し
て
も
、

ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
喜
捨
や
善
行
は
利
他
主
義
と
利
己
主
義
の
錯
綜
体
な
の
で
あ
る
。 

（
８
）
思
想
史
的
に
み
れ
ば
、
こ
の
交
換
論
的
な
人
間
定
義
は
、「
取
引
し
、
交
易
し
、
交
換
す

る
と
い
う
一
般
的
性
向
」
を
人
間
の
本
性
と
み
な
す
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（2010: 34

）
の

分
業
・
交
換
論
を
ニ
ー
チ
ェ
『
道
徳
の
系
譜
』
の
交
換
論
に
触
発
さ
れ
て
人
間
学
的
に
改

鋳
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
な
お
、
ジ
ン
メ
ル
が
「
交
換
」
に
関
し
て
初
め
て
言
及
し

た
の
は
一
八
八
七
年
の
論
考
「
方
法
的
な
点
に
お
け
る
ペ
シ
ミ
ズ
ム
の
根
本
問
題
に
つ
い

て
」(GSG2: 9-)

で
あ
ろ
う
。 

（
９
）
ジ
ン
メ
ル
は
、
自
然
経
済
の
孤
立
し
た
労
働
過
程
も
個
人
間
の
二
面
的
交
換
過
程
も
と

も
に
、「
あ
ら
ゆ
る
二
者
間
的
交
換
の
根
本
前
提
で
あ
り
、い
わ
ば
本
質
的
な
実
体
」（PhG: 

62

）
で
あ
る
個
人
内
部
の
（
犠
牲
と
利
益
と
の
）
主
観
的
交
換
＝
収
支
過
程
に
帰
着
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
根
拠
に
よ
っ
て
、
自
然
経
済
の
労
働
も
交
換
の
一
種
で
あ
る
と

主
張
す
る
（PhG: 61-

）。
し
か
し
、
①
こ
の
（
多
分
に
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
色
の
濃
い
）
論
理

の
ま
ま
で
は
、
交
換
の
構
造
的
本
質
で
あ
る
当
事
者
間
の
相
互
制
約
の
契
機
が
無
視
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
片
方
に
当
て
は
ま
る
こ
と
は
他
方
に
も
（
逆
向
き
、
対
蹠
的
に
）
有
効

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
。
②
実
際
、
こ
れ
と
同
じ
論
理
に
よ
り
交
換
現
象
を
説
明
・

記
述
し
た
個
所
は
他
に
は
一
つ
も
見
ら
れ
な
い
。
③
こ
の
論
理
で
（
か
り
に
単
純
な
孤
立

労
働
は
説
明
で
き
た
と
し
て
も
）
複
雑
・
高
度
な
労
働
過
程
を
説
明
で
き
る
の
か
は
大
い

に
疑
問
で
あ
る
。
④
こ
の
論
理
で
は
労
働
と
交
換
を
略
奪
・
強
奪
か
ら
区
別
す
る
の
が
困

難
に
な
る
（
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
図
ら
ず
も
労
働
の
本
質
の
一
面
を
浮
き
彫
り
に

し
て
い
る
と
も
い
え
る
が
）。 
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